
源
有
仁
編
の
儀
式
書
の
伝
来
と
そ
の
意
義

一
「
花
園
説
」
の
系
譜
一

田

島

公

源有仁編の儀式霞の伝来とその意義（田島）

は
　
じ
　
め
　
に

　
近
年
、
平
安
時
代
の
儀
式
研
究
が
注
鼠
ざ
れ
、
と
り
わ
け
叙
位
・
除
目
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

研
究
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
か
か
る
研
究
状
況
の
中
で
、
私
は
先
に

「
『
叙
玉
叢
叢
』
に
つ
い
て
一
写
本
と
そ
の
編
者
を
中
心
に
一
」
と
題
し
た

論
考
（
以
下
、
前
稿
と
よ
ぶ
）
を
『
書
陵
部
紀
要
』
四
一
号
（
一
九
九
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
条
）

三
月
）
に
発
要
し
院
政
期
の
叙
位
の
儀
式
書
で
藤
原
公
教
の
編
と
伝
え
る

『
叙
玉
章
抄
』
の
諸
写
本
と
東
山
御
文
庫
所
蔵
の
『
中
外
記
』
（
外
題
は
「
叙

位
記
中
外
罷
」
）
を
検
討
し
た
結
果
、
次
の
点
を
指
摘
し
た
。

　
①
現
存
の
『
美
玉
秘
抄
』
の
写
本
は
一
巻
本
系
（
三
条
西
家
本
と
そ
れ

を
書
写
し
た
柳
原
家
本
）
と
四
冊
本
系
（
広
橋
家
本
と
東
山
御
文
庫
本
）
の

二
系
統
に
分
か
れ
る
が
、
共
に
治
承
年
間
（
二
年
・
四
年
）
に
書
写
・
校

合
さ
れ
た
写
本
に
遡
る
。
②
現
存
の
『
叙
芋
窪
抄
』
は
東
山
御
文
庫
所
蔵

の
『
中
外
記
幽
の
男
叙
位
部
分
と
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、
前
例
を
示
す
勘
物

の
位
置
が
異
な
り
、
『
叙
玉
秘
抄
』
で
は
勘
物
が
あ
る
内
容
ご
と
に
纏
め
ら

れ
、
㎝
字
下
げ
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
中
外
記
』
で
は
勘
物

が
首
書
・
傍
書
及
び
裏
書
（
『
中
外
記
』
は
冊
子
本
で
、
三
十
二
丁
表
よ
り

「
是
ヨ
リ
ウ
ラ
ノ
フ
ン
ノ
写
」
と
の
注
記
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
裏
書
が
別
に

書
写
さ
れ
て
い
る
）
の
形
で
存
在
す
る
。
③
『
中
外
記
』
は
男
叙
位
だ
け
で

な
く
、
女
叙
位
の
部
分
も
存
在
し
、
②
で
示
し
た
書
写
の
仕
方
か
ら
検
討
す

る
と
、
『
塩
鱒
秘
湯
』
の
原
本
と
い
う
べ
き
儀
式
書
で
あ
る
。
④
原
本
『
紅

玉
秘
抄
』
（
n
『
中
外
記
』
）
の
著
者
は
三
条
公
教
で
は
な
く
、
花
園
左
大
臣

と
よ
ば
れ
た
源
有
仁
で
あ
る
。
⑤
源
有
平
編
の
原
本
『
叙
玉
秘
抄
』
は
摂

関
期
後
半
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
の
村
上
源
氏
系
公
卿
（
巌
巌
房
・
俊
房
・

師
忠
・
師
蒔
）
及
び
院
（
後
三
条
院
・
白
河
院
）
の
儀
式
書
・
教
命
・
口
伝

の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
り
、
有
仁
編
の
除
目
の
儀
式
書
（
『
春
夏
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秘
抄
』
・
『
秋
玉
秘
抄
』
）
も
同
様
な
存
在
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
紙
幅
の
都
合
で
『
叙
玉
秘
抄
』
・
『
秋
玉
主
演
』
の
写
本
に
見
え

る
治
承
年
間
の
本
奥
書
を
記
し
た
人
物
及
び
源
有
仁
編
の
儀
式
書
の
伝
来
に

つ
い
て
は
、
結
論
の
み
を
簡
単
に
示
し
た
だ
け
で
史
料
に
基
づ
き
充
分
述
べ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
は
先
ず
『
一
寸
秘
抄
』
を
も
と
に
三

条
実
房
が
編
纂
し
た
『
三
椀
抄
』
の
奥
書
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
糸
口

が
つ
か
め
、
そ
の
解
明
が
可
能
と
な
っ
て
く
る
が
、
そ
の
検
討
に
入
る
前
に

行
論
の
都
含
上
、
　
『
叙
玉
秘
抄
』
・
『
秋
玉
秘
抄
』
の
外
題
・
内
題
・
奥
書
の

各
部
分
を
示
し
て
お
く
　
（
『
春
玉
秘
抄
』
は
治
承
年
間
の
本
奥
書
が
あ
る
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
補
注
1
）

本
が
な
い
の
で
省
略
）
。
な
お
各
写
本
に
関
し
て
は
前
稿
に
よ
ら
れ
た
い
。

　
　
○
『
叙
玉
秘
抄
』
（
三
条
西
家
本
）

　
　
（
外
題
）
叙
玉
秘
抄
　
全

　
　
（
内
題
）
叙
玉
秘
抄
二
二

　
　
　
　
　
本

　
　
（
奥
書
）
奥
書
云

　
　
　
　
　
治
承
二
年
十
二
月
三
日
、
切
課
続
之
「
本
書
者
一
巻
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
書
力
〕

　
　
　
　
　
書
也
、
裏
書
酋
墨
壷
物
随
レ
思
出
、

　
　
（
内
題
）
叙
玉
秘
抄
第
二

　
　
　
　
　
本

　
　
（
奥
轡
）
奥
書
云

　
　
　
　
　
治
承
二
年
十
二
月
十
四
臼
、
書
コ
終
之
ハ
切
コ
継
之
哨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
二
御
判
一

　
　
　
　
拭
二
眼
精
一
箪
二
首
書
一
襲
、

判

（
内
題
）
叙
玉
秘
抄
第
三

（
奥
書
）
奥
書
云

　
　
　
治
承
二
年
十
二
月
廿
日
、
切
コ
継
之
ハ
　
在
二
御
判
一

　
　
　
同
四
年
正
月
廿
八
日
、
手
自
校
合
了
、
子
レ
時
春
風
緩

　
　
　
扇
、
三
雲
高
晴
而
已
、

　
　
　
延
文
五
年
三
月
十
七
瞬
、
一
見
詑
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
大
納
言
判

（
内
題
）
叙
玉
秘
抄
第
四

（
奥
轡
）
奥
魯
云

　
　
　
治
承
二
年
十
二
月
廿
日
、
書
コ
写
之
ハ
切
訓
継
之
ハ
本
日

　
　
　
雑
乱
多
端
、
難
レ
備
二
当
要
噛
傍
手
自
書
レ
之
、
継
レ
之
、

　
　
　
描
二
麟
儲
需
詑
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
一
御
欝
血

　
　
本
云

　
　
　
同
四
年
二
月
二
日
、
於
二
紅
櫨
下
闘
手
自
書
写
了
、

　
　
　
見
レ
賢
思
レ
斉
、
不
レ
顧
二
身
魯
魚
不
レ
知
二
手
寒
「
自
レ
朝

　
　
　
及
レ
晩
、
書
写
校
合
了
、
不
レ
可
レ
謂
二
数
奇
一
之
、
叢
話

　
　
　
哲
有
ご
此
思
ハ
王
道
猶
遺
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判

　
　
　
　
　
　
（
朱
書
、
同
筆
）

　
　
　
　
　
　
「
本
褒
需
云
、

　　

@　
@　

i
墾
嬉
鎮
鍵
劉
四
竃
」
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源有仁編の儀式書の伝来とその意義（田島）

　
　
　
　
右
抄
、
以
二
教
業
坊
旧
本
哨
自
二
去
月

　
　
　
　
　
廿
一
日
噛
毎
一
暇
日
一
連
々
染
二
禿
筆
「
今
日

　
　
　
　
終
二
其
功
噛
本
錐
レ
分
二
四
巻
「
合
為
二
一
日
置

　
　
　
　
者
也
、
穴
賢
、
不
レ
可
二
他
見
一
く
夷
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朱
轡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
翌
日
朱
了
」

　
　
　
　
　
延
徳
三
年
十
｝
月
十
懸
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
露
条
西
実
隆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
権
大
納
言
正
三
位
兼
行
侍
従
藤
原
朝
臣
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
広
光
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
督
卿
来
臨

　
　
　
　
　
　
同
十
二
月
十
四
日
、
読
合
了
也
、

○
『
秋
玉
繭
抄
』
（
伏
見
宮
家
本
）

（
外
題
）
除
昌
記
　
　
初
夜
上

（
内
題
）
初
夜
上

（
奥
書
）
高
望
秘
匿
第
一
初
夜
上

　
　
　
　
（
朱
書
）

　
　
　
　
　
「
四
年
三
月
、
粗
加
二
首
書
こ

　
　
　
　
　
　
　
治
承
元
年
年
九
月
上
旬
、
書
レ
之
、

　
　
　
　
　
　
　
同
二
年
八
月
、
加
二
覆
勘
一
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
御
二
一

　
　
　
　
　
　
　
闘
四
年
二
月
四
日
、
於
二
燈
下
h
手
自
校
合
了
、

　
　
　
　
　
　
　
斯
三
者
、
花
園
左
大
臣
所
レ
被
二
抄
出
”
也
、
而

　
　
　
　
　
　
　
口
（
凹
凹
）

（
外
題
）
な
し

（
内
題
）
秋
陰
秘
抄
第
三

　
　
　
次
夜
上

（
奥
窪
）
秋
玉
秘
抄
第
三
次
夜
川

　
　
　
　
治
承
元
年
十
月
中
旬
、
切
継
了
、

　
　
　
　
同
二
年
十
月
、
重
六
二
覆
勘
一
了
、

　
　
　
（
月
力
）

同
四
年
ニ
ロ
四
日
、
手
自
校
合
引
、

（
窓
）

鞘
口
「
春
風
習
々
而
已
、

在
御
型

子
レ
時
贋
一
越
隣

①
近
年
の
平
安
時
代
の
叙
位
儀
及
び
そ
の
儀
式
書
に
関
す
る
論
文
は
以
下
の
遍
り
。

　
今
江
広
道
「
律
令
時
代
に
お
け
る
親
董
・
内
親
王
の
叙
品
に
つ
い
て
」
（
『
書
陵
部

　
紀
要
』
三
三
号
　
一
九
八
二
年
）
、
宇
根
俊
範
「
氏
爵
と
氏
長
者
」
（
坂
本
賞
三
編

　
『
王
朝
国
家
国
政
史
の
研
究
』
一
九
八
七
年
）
・
同
「
源
平
藤
橘
の
起
源
」
（
『
月
刊

　
百
科
』
三
〇
四
号
　
一
九
八
八
年
）
、
加
納
宏
志
「
9
世
紀
に
お
け
る
蔭
位
制
度

　
の
実
態
的
考
察
」
（
『
金
城
紀
要
』
六
　
一
九
八
二
年
）
、
木
本
好
信
「
『
土
右
記
』

　
と
源
師
房
の
一
考
察
」
（
『
国
書
逸
文
研
究
』
　
一
八
号
　
一
九
八
六
年
、
の
ち
同

　
『
平
安
朝
日
記
と
逸
文
の
研
究
』
一
九
八
七
年
所
収
）
、
黒
板
伸
夫
「
位
階
制
変

　
質
の
一
側
面
一
平
安
中
期
以
降
に
お
け
る
下
級
位
階
…
」
（
『
日
本
歴
史
臨
四
瓢
＝

　
号
　
一
九
八
四
年
）
・
岡
「
平
安
時
代
の
位
階
制
度
一
正
四
位
上
・
正
五
位
上
を

　
中
心
と
し
て
一
」
（
滝
川
博
士
米
寿
記
念
会
編
『
律
令
制
の
諸
問
題
』
　
一
九
八
四

　
年
）
、
高
田
淳
「
『
巡
爵
』
と
そ
の
成
立
－
平
安
時
代
的
叙
位
制
度
の
成
立
を
め
ぐ

　
っ
て
一
」
（
『
團
学
院
大
学
紀
要
』
二
六
号
　
一
九
八
八
年
）
・
同
「
加
階
と
年
労

　
i
平
安
時
代
に
お
け
る
位
階
昇
進
の
方
式
に
つ
い
て
一
」
（
『
栃
木
史
学
』
～
二
号

　
一
九
八
九
年
）
、
田
島
公
「
『
琉
爵
』
の
成
立
i
儀
式
・
奉
仕
・
叙
位
－
」
（
『
史

　
林
』
七
一
巻
一
号
　
一
九
八
八
年
）
、
玉
井
力
「
平
安
時
代
に
お
け
る
加
階
と
官
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司
の
労
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
八
七
号
　
一
九
八
八
年
）
、
響
崎
保
広
「
考
課
・
国

忌
と
木
簡
」
（
『
平
城
宮
木
簡
』
四
　
解
説
　
一
九
八
六
年
）
、
服
藤
早
蕾
「
元
嚴

と
家
の
成
立
過
程
1
平
安
貴
族
の
元
服
と
叙
位
」
一
（
前
近
代
女
性
史
研
究
会
編

『
家
族
と
女
性
の
歴
史
』
古
代
・
中
世
　
～
九
八
九
年
）
、
吉
川
真
司
「
律
令
官
人

制
の
再
編
」
（
『
日
本
史
研
究
』
三
二
〇
号
　
一
九
八
九
年
）
。
　
一
方
、
除
豪
儀
及

び
そ
の
儀
式
書
に
関
す
る
近
年
の
論
文
は
以
下
の
通
り
。
玉
井
力
「
平
安
時
代
の

除
厨
に
つ
い
て
一
蔵
人
方
の
成
立
を
中
心
に
一
」
（
『
史
学
雑
誌
』
九
三
編
一
一
号

…
九
八
四
年
）
・
岡
「
『
紀
家
集
』
紙
背
文
書
に
つ
い
て
1
申
文
の
考
察
を
中
心
と

し
て
一
」
（
『
臼
本
歴
史
』
四
三
四
号
　
一
九
八
四
年
）
・
同
「
受
領
巡
任
に
つ
い

て
」
（
『
海
南
史
学
飯
　
一
九
号
　
一
九
八
一
年
）
・
同
「
受
領
挙
に
つ
い
て
」
（
『
年

報
中
世
史
研
究
臨
五
号
　
一
九
八
○
年
）
・
同
「
『
院
政
』
支
配
と
貴
族
官
人
層
」

（
朝
尾
直
弘
編
『
臼
本
の
社
会
史
』
三
巻
権
威
と
支
配
　
一
九
八
七
年
）
、
所
功

『
平
安
朝
儀
式
書
成
立
史
の
研
究
』
（
一
九
八
五
年
）
、
圏
「
『
豊
玉
秘
匿
』
の
残
巻

と
逸
文
」
（
「
『
京
都
産
業
大
学
世
界
問
題
研
究
所
紀
要
』
七
巻
　
一
九
八
六
年
）
．

同
「
善
玉
秘
抄
の
復
原
（
覚
書
・
逸
文
）
」
（
『
罵
書
逸
文
研
究
』
一
八
号
一
九

八
六
年
）
、
永
井
晋
「
十
二
世
紀
中
・
後
期
の
御
壁
と
賛
族
・
官
人
」
（
『
圏
学
院

大
学
院
紀
要
』
文
学
研
究
科
十
七
輯
　
一
九
八
六
年
）
、
早
川
庄
八
「
八
世
紀
の

任
官
関
係
文
書
と
任
三
儀
」
（
『
史
学
雑
誌
駈
九
〇
編
六
号
　
一
九
八
一
年
、
の
ち

同
『
日
本
古
代
官
僚
制
の
研
究
』
一
九
八
六
年
所
収
）
、
細
谷
軍
資
「
『
綿
書
』
の

成
立
年
代
と
編
者
」
（
『
國
書
逸
文
研
究
』
一
八
号
　
一
九
八
六
年
）
、
同
「
中
山

忠
親
と
『
中
由
抄
』
（
覚
書
）
」
（
『
国
書
逸
文
研
究
輪
二
一
一
号
　
一
九
八
九
年
）
、

吉
田
早
茄
「
京
都
大
学
附
属
図
露
館
所
蔵
『
兵
範
記
恥
紙
背
文
書
に
み
ら
れ
る
申

文
」
（
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
一
四
号
　
一
九
八
○
年
）
．
同
「
藤
原
宗
忠

の
『
除
目
次
第
』
」
（
『
史
学
雑
誌
』
九
三
編
七
号
　
一
九
八
四
年
）
・
同
「
〔
翻
刻
〕

下
郷
共
洛
田
会
所
…
蔵
『
除
目
抄
』
」
（
『
国
書
逸
文
研
究
』
　
一
六
号
　
　
一
九
八
五
年
）
・

同
軸
大
間
成
文
抄
』
と
『
春
除
目
抄
』
」
（
土
田
直
鎮
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
奈

良
平
安
時
代
史
論
集
』
下
巻
　
一
九
八
四
年
）
・
同
「
『
春
除
目
抄
』
に
み
え
る

『
法
性
寺
関
白
記
』
逸
文
」
（
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
一
八
弩
　
一
九
八
四

年
）
・
同
「
『
藁
囲
除
目
抜
魯
』
所
収
「
雑
慕
抄
」
に
つ
い
て
i
『
春
除
目
抄
』
・

『
大
間
成
文
抄
』
関
連
史
料
と
し
て
一
」
（
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
一
九
号

一
九
八
五
年
）
・
同
「
『
兵
範
記
隔
紙
背
文
欝
に
み
え
る
官
職
申
文
」
（
上
）
（
『
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
二
三
号
　
一
九
八
九
年
）
。

第
一
節
　
三
条
箋
逆
子
の
『
三
椀
抄
』
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
『
三
椀
抄
』
に
つ
い
て
は
既
に
隠
野
谷
滋
氏
の
的
確
な
解
説
が
あ
る
。

　
『
選
鉱
抄
臨
三
巻
は
、
題
名
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
「
全
貌
」
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

三
人
の
大
臣
の
説
を
採
っ
た
春
の
県
召
除
目
の
儀
式
書
で
、
「
県
門
除
罵
初

夜
」
・
「
県
召
除
目
中
夜
」
・
「
県
召
除
目
終
夜
」
の
三
巻
に
分
か
れ
て
お
り
、

三
条
実
房
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
編
纂
経
緯
は
第
三
巻
の
奥
書
か

ら
知
ら
れ
、
書
写
・
伝
来
の
あ
り
方
も
各
巻
の
奥
書
等
か
ら
判
開
す
る
の
で
、

江
戸
時
代
の
写
本
な
が
ら
花
押
も
真
似
る
な
ど
丁
寧
な
写
し
の
東
山
町
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

所
蔵
の
写
本
に
よ
り
必
要
部
分
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

。
「
漿
召
除
目
初
夜
」
〔
一
巻
　
巻
子
〕

（
袈
紙
裏
）
〔
本
文
魯
出
〕

　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
正
安
三
年
ニ
ニ
月
九
日
、
校
始
、

　
　
　
公
茂
依
レ
為
㎝
一
吉
田
幽
也
、

　
　
虫

　
ら
　

ギ
に
　
（
納
言
力
）
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虫

　
　
　
　
　
此
抄
出
レ
守
口
魏
門
三
家
之
三
一
故
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虫

　
　
　
一
兀
亨
二
な
＋
正
月
ハ
廿
六
目
、
校
飴
…
、
華
中
納
瓜
薦
一
椀
…
抄
耳
、

　
　
　
実
忠
依
紀
為
二
吉
日
一
也
、

　
　
　
　
（
後
略
）

（
奥
醤
）
自
校
了
、
治
承
元
年
十
二
月
十
二
日
、
爾
刻
、

　
　
　
治
承
二
年
正
月
辮
臼
、
見
ゴ
合
本
書
榊
了
、

　
　
　
裏
書
勘
物
等
抽
二
要
事
ハ
粗
注
コ
付
之
ハ

　
　
　
文
治
五
年
二
月
一
日
、
一
見
了
、
所
々
加
二
裏

　
　
　
書
勘
物
等
噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
募
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
幕
下
（
花
押
影
）

　
　
　
建
久
四
年
正
月
、
初
御
前
儀
、
予
▽
ハ
始
候
ご

　
　
　
執
筆
㎜
之
時
、
就
ご
二
二
ハ
勤
仕
了
、
久
重
レ
隔
壁

　
　
　
恩
馴
噛
無
為
終
二
其
功
ハ
是
偏
致
二
勤
節
之

　
　
　
カ
一
也
、
予
孫
可
二
二
俵
噛
之
由
、
年
来
存
知
之

　
　
　
処
、
末
代
之
為
レ
躰
、
更
無
レ
益
、
欲
目
破
却
う
而
欝

　
　
　
案
レ
之
、
頗
有
“
齢
恩
慶
⊃
兀
仁
二
年
正
月
、
披
兇

　
　
　
之
間
、
軸
本
虫
喰
損
、
修
ゴ
復
之
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
房
）
　
（
二
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
弥
（
花
押
影
）

。
「
県
召
除
目
中
夜
」
〔
｝
巻
巻
子
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
二
今
朝
一
雨
下
、
今
日
賀
茂
祭
也
、

（
奥
霞
〉
文
治
五
年
二
周
五
日
、
亥
重
重
、
　
見
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
房
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
大
将
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
承
元
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
房
）

　
　
　
　
　
　
　
　
見
含
了
、
　
　
十
二
月
十
九
紀
　
　
　
（
花
押
影
）

　
　
　
治
承
二
年
二
月
｝
臼
、
亥
時
許
、
見
調
合

　
　
　
　
　
本
露
一
了
、
勘
物
等
少
々
注
付
了
、

。
「
県
召
除
翻
終
夜
」
〔
「
巻
　
巻
子
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
元
比
、
候
二
執
筆
一
之
時
、

（
奥
書
）
此
抄
者
、
就
二
先
閤
助
言
次
第
「
　
　
本
　
　
　
　
　
　
　
立
輪
隔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懊
中
相
略
次
第
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
漏
鵡
脱
力
〕

　
　
　
其
次
第
ハ
其
腋
注
d
載
柁
抄
之
三
等
一
也
、
但
・
彼
書
一
審

　
　
　
等
、
承
安
四
年
載
隔
之
春
・
爽
鐘
之
月
、
予
参
二

　
　
　
左
相
府
「
習
礼
之
時
、
多
奉
二
厳
命
ハ
而
其
前
後
一
問
、

　
　
　
漸
々
含
二
教
命
一
瑛
等
、
同
加
凶
載
之
ハ
所
レ
写
者
花
薗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

　
　
　
之
秘
説
、
所
レ
茄
者
華
府
之
厳
命
也
、
國
聚
二
彼
両
説
ハ

　　

@
以
轟
霧
器
礁
凡
二
二
羨
三
二
レ
義
軍

　
　
　
之
需
也
、
況
三
二
他
人
一
哉
、
其
暁
、
治
承
元
年
十
二
月

　
　
　
十
一
日
、
巳
刻
、
染
二
短
筆
齢
清
夏
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
房
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
大
納
言
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
見
合
了
、
同
十
九
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
亥
力
〕

（
首
樽
※
）
　
　
同
ご
年
二
月
三
日
、
京
、
見
4
合

　
　
　
　
　
　
　
本
書
一
二
、
裏
書
勘
物
言
少
々

　
　
　
　
　
　
　
注
移
了
、

　
　
　
　
　
　
件
轡
礼
為
二
後
代
々
謹
「
敷
、
傍
可
・
相
調
具
此
書
岬
也
、

　
　
　
（
首
書
※
〉
岡
二
年
四
見
，
進
己
覧
左
府
“
八
月
」
之
比
、
高
覧
了
、
」
所
｝
髭
給
唱
也
、

　
　
　
　
　
　
殊
町
り
乙
秘
蔵
一
之
由
、
有
二
」
厳
旨
一
春
也
、
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・『三椀抄』の本奥書の比較

r秋玉秘府』

第一　初夜上i第三　次夜上

9／上旬

霊之

｝10仲旬

i切継了

内閣文庫本
中　夜　儀

　抄
」

椀

12／19

見合了

101　？

重加覆勘了

8／P

加覆勘了

2／1亥刻許

見合本書了

嵩物等少々注付了

中　　夜 終　　夜

12／19

見合了

i12／11巳刻

i清書了

112f19

i見合了

2／1亥刻許　　　i2／3亥

見合本書了　　　i見合本書了

勘物等少々注付了i二塁勘物等少々注移了

　　　　　　　　i4ノ～

　　　　　　　　i進覧左府

　　　　　　　　i・　8／　？

　　　　　　　　i高覧了所返給

2／4　i2／4
手自校合了　i手順校合了

3／　？

粗加翻　i

2／5亥刻許

一見了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
定
力
）

　
そ
し
て
、
以
上
の
奥
書
に
続
き
、
巻
末
に
「
徳
大
寺
殿
」

宛
の
実
房
の
書
状
（
写
し
）
を
載
せ
る
。
ま
た
、
初
夜
・

中
夜
の
各
巻
の
写
本
継
目
に
は
「
実
寸
」
と
書
か
れ
て
い

る
。　

こ
れ
ら
の
識
語
に
よ
り
、
時
野
谷
氏
は
『
三
椀
抄
』
の

成
立
に
つ
い
て
、
そ
の
編
者
を
三
条
実
房
で
あ
る
こ
と
を

示
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　
保
元
の
頃
、
内
大
臣
で
あ
っ
た
亡
父
公
教
が
、
除
目

　
執
筆
の
時
、
懐
中
に
し
て
い
た
簡
略
な
「
次
第
」
に

　
よ
っ
て
篇
目
を
立
て
、
そ
れ
に
応
ず
る
記
載
を
「
花

　
抄
」
「
花
園
之
秘
説
」
す
な
わ
ち
左
大
臣
源
弘
仁
の

　
　
『
春
国
記
抄
』
か
ら
採
り
、
さ
ら
に
彼
実
房
が
、
承

　
安
四
年
、
左
大
臣
藤
原
経
宗
か
ら
伝
え
ら
れ
た
教
士

　
を
以
っ
て
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
『
三
田
抄
』

　
を
編
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

　
従
っ
て
、
本
書
の
中
で
、
「
本
性
」
「
本
書
云
」
と
い

う
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
篇
目
を
立
て
た
公
教
の
懐

　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
　
　
マ
）

中
本
の
記
事
で
あ
り
、
「
左
府
之
命
也
」
等
と
い
う

の
は
経
宗
の
説
で
あ
ろ
う
。
倶
し
こ
の
両
者
は
、
全

体
か
ら
見
れ
ば
ご
く
一
部
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
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r叙玉珠抄』・r秋玉秘抄』

『三

表1

夜初第四

三条西家本r国玉秘抄』

第一 第二 第三

12／12　酉亥嬉

自校了

治承元年

（工177）

正／30

見合本書了

勘物等少々抽要事粗付之

12／20

書写窪

手自書之継之

12／3　P2／14　i12／20
切続之　　　　　　i書終了切継之i切継之

裏書首書勘貫穿思出i　　　　　i

治承二年

（1178）

正／28　　i2／2

手自校合了i書写之切継之

　　　　　i5／3体襲綱

　　　　　鯛巻々

治承四年

（1180）

2fl

一見了

所々カ「［裏書勘物等

正／～

軸本虫喰損修復之

文治五年

（1189）

元仁二年

（1224）

　
　
大
部
分
は
『
春
玉
秘
抄
』
か
ら
抄
出
し
た
記
事
で
あ

　
　
る
。

　
以
上
の
時
野
谷
氏
の
解
説
は
的
確
な
も
の
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
『
叙
位
除
目
執
筆
抄
㎞
に
よ
り
更
に
補
足
す
れ

ば
、
春
の
除
目
で
公
教
が
執
筆
を
勤
め
た
の
は
保
元
四
年

〔
平
治
元
年
、
一
一
五
九
〕
正
月
二
十
六
日
の
み
で
あ
り
、

経
宗
が
執
筆
を
勤
め
た
承
安
四
年
〔
｝
一
七
四
〕
春
の
除

目
と
は
正
月
十
九
日
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
他
の
奥
書
を
総
合
す
る
と
次
の
こ
と
が
判
る
。

即
ち
、
こ
の
書
は
、
三
条
実
房
に
よ
り
、
治
承
元
年
螢

一
七
七
〕
十
二
月
十
一
臼
に
清
書
を
終
え
、
十
二
日
に
第

一
巻
を
「
自
校
了
」
し
、
十
九
臼
に
は
第
二
・
三
巻
を

「
見
合
了
」
し
て
、
翌
治
承
二
年
正
月
三
十
臼
か
ら
二
月

三
β
に
か
け
て
「
見
訓
合
本
書
一
了
」
し
、
併
せ
て
「
裏
書

勘
物
等
」
を
注
付
さ
せ
、
更
に
、
四
月
に
「
左
府
」
（
藤

原
経
宗
）
に
「
画
聖
」
さ
れ
、
八
月
に
「
高
覧
」
が
終
わ

り
、
実
房
の
許
に
返
却
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
文
治
五

年
〔
一
一
八
九
〕
ご
月
に
＝
見
了
」
し
、
所
々
に
ま
た

「
裏
書
勘
物
等
」
が
加
え
ら
れ
、
建
久
四
年
〔
一
一
九

三
〕
正
月
に
は
実
房
自
身
初
め
て
春
除
国
の
執
筆
を
勤
め
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る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
『
三
洋
抄
』
に
よ
っ
て
「
勤
仕
し
し
た
こ
と
、
元

仁
二
年
〔
＝
三
四
〕
正
月
に
こ
の
書
を
「
披
見
」
し
た
と
こ
ろ
、
「
軸
本
」

が
「
虫
喰
」
の
た
め
損
な
わ
れ
て
い
た
の
で
、
「
修
復
」
し
た
こ
と
が
実
戦

（
こ
の
時
既
に
出
家
し
て
い
る
）
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　
実
際
、
裏
書
な
ど
の
乾
物
を
見
る
と
、
作
成
さ
れ
た
治
承
年
間
以
後
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

治
五
年
・
建
久
四
年
目
年
紀
の
あ
る
史
料
が
見
え
る
こ
と
は
、
こ
の
奥
書
の

記
載
と
合
致
し
、
そ
の
際
に
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
第
一
巻
の
「
初
夜
部
」
表
紙
裏
の
本
文
書
出
に
は
、
正
安
三
年
二

三
〇
一
〕
の
三
条
公
茂
の
識
語
、
元
亨
二
年
〔
一
三
二
二
〕
の
三
条
実
忠
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

識
語
が
そ
れ
ぞ
れ
見
え
、
そ
の
後
も
三
条
家
に
伝
来
し
た
こ
と
が
判
る
。
更

に
、
『
実
隆
公
記
』
明
応
七
年
〔
一
四
九
八
〕
閏
十
月
十
九
臼
条
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
香
）

　
　
十
九
日
、
辛
亥
、
霧
、
（
中
略
）
自
二
三
条
三
相
「
三
皇
抄
以
下
除
鼠
抄
物
櫃
　
合

　
　
被
レ
送
レ
之
、

と
あ
り
、
『
同
』
明
応
八
年
三
月
条
に
は

　
十
六
日
、
二
子
、
謄
”
、
三
纏
四
抄
ム
ツ
日
立
レ
筆
、
（
後
略
）

　
十
九
日
、
己
卯
、
天
晴
、
風
吹
、
（
中
略
）
終
日
三
椀
抄
欝
写
、
（
後
略
）

　
　
二
二
罠
、
壬
午
、
雨
降
、
（
中
略
）
三
家
抄
初
夜
、
終
功
了
、

と
見
え
、
室
町
時
代
に
も
三
条
家
に
伝
来
し
、
三
条
西
実
隆
は
三
条
実
香
よ

り
『
三
差
抄
』
を
貸
与
さ
れ
、
書
写
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
『
三
椀
抄
』
の
治
承
年
間
の
本
奥
書
は
先
に
示
し
た
『
藍
玉
秘
抄
』

の
奥
書
と
類
似
し
て
お
り
、
時
野
谷
氏
に
よ
れ
ば
、
「
本
書
云
」
と
か
「
左

府
し
融
々
と
記
事
を
挿
入
す
る
体
裁
の
類
似
か
ら
、
『
三
里
抄
』
と
『
秋
玉

秘
抄
』
は
治
承
元
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
ほ
ぼ
同
一
人
物
の
手
で
編
輯

さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
、
春
除
目
に
関
す
る
も
の
は
『
三
洋
抄
』
と
し
て
、

秋
除
目
に
関
す
る
も
の
は
『
秋
野
趣
抄
』
と
し
て
、
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い

殉
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
・
こ
れ
董
要
な
指
摘
で
・
現
存
の
『
春
玉
秘
抄
』

の
場
合
、
治
承
年
間
の
本
奥
書
が
無
く
、
ま
た
、
か
つ
て
伝
来
し
て
い
た
写

本
の
一
つ
に
は
吉
田
経
塔
の
奥
書
を
持
つ
写
本
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
断
言

は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
現
存
の
『
宝
玉
帯
出
』
・
『
秋
玉
藻
抄
』
は
三
条
公

教
の
懐
中
本
で
あ
る
と
さ
れ
る
「
本
書
」
を
引
用
し
て
い
る
の
で
、
源
有
識

編
の
原
本
で
は
な
く
、
三
条
実
房
が
書
写
し
一
部
「
本
書
」
な
ど
の
揚
物
を

加
え
た
写
李
あ
る
と
考
え
ら
れ
％
そ
っ
す
る
と
・
同
じ
源
有
壁
編
・
儀

式
書
で
、
同
じ
こ
ろ
の
本
奥
書
が
あ
る
『
叙
玉
秘
抄
』
の
書
写
も
三
条
書
房

に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
更
に
、
『
叙
玉
秘
抄
』
・
『
秋
黙
秘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

抄
』
・
『
三
椀
抄
』
の
本
奥
醤
に
共
通
し
て
見
え
る
漢
詩
的
な
文
言
も
治
承
年

間
の
書
写
を
行
っ
た
人
物
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
を
高
め
る
。

　
こ
の
こ
と
を
、
前
出
で
論
証
し
て
き
た
こ
と
と
合
わ
せ
て
再
説
す
る
と
、

治
承
年
間
に
、
三
条
実
房
が
源
有
楽
が
作
成
し
た
叙
位
の
儀
式
書
（
原
本

『
叙
玉
秘
抄
』
、
『
中
外
記
』
は
か
な
り
原
型
に
近
い
）
の
う
ち
、
男
叙
位
の

部
分
を
書
写
し
、
更
に
裏
書
・
首
書
・
傍
書
の
勘
物
は
整
理
し
直
し
、
四
巻
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源有仁編の儀式書の僑来とその意義（田島）

に
し
て
各
巻
冒
頭
部
分
に
霞
録
を
付
け
、
男
叙
位
の
み
の
儀
式
書
に
編
纂
し

目
し
た
も
の
が
現
存
す
る
『
叙
玉
秘
抄
』
で
、
こ
れ
は
、
蓑
一
に
本
奥
書
を

纏
め
て
示
し
た
よ
う
に
『
秋
夏
秘
再
臨
の
書
写
及
び
『
三
町
回
』
の
編
輯
と

も
関
連
し
た
一
連
の
作
業
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

①
　
時
野
谷
滋
「
三
携
抄
」
（
同
『
律
令
封
禄
制
度
の
研
究
』
一
九
七
七
年
）
。
以
下
、

　
時
野
谷
氏
の
説
は
全
て
こ
れ
に
よ
る
が
、
同
琉
執
筆
に
よ
る
「
し
ゅ
ん
ぎ
ょ
く
ひ

　
し
ょ
う
秋
玉
垂
抄
」
（
『
蔑
二
大
辞
典
臨
五
巻
　
一
九
八
六
年
）
も
参
照
。

②
　
『
三
携
抄
駄
第
　
巻
「
初
夜
」
表
紙
裏
本
文
書
出
の
元
亨
二
年
正
月
二
十
六
臼

　
の
三
条
実
忠
識
語
に
も
「
此
抄
聞
レ
自
二
糖
門
三
家
之
説
こ
と
あ
る
。

③
東
山
御
文
庫
所
蔵
瞬
揖
Σ
五
三
一
五
八
、
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
整
理
番
号
七

　
六
〇
。
こ
の
他
、
書
陵
部
に
は
『
三
椀
抄
』
上
中
下
一
概
〔
繭
号
一
七
五
一
一
八

　
七
〕
を
所
蔵
し
て
い
る
。
な
お
、
戸
立
公
文
書
館
内
閣
文
康
所
蔵
の
『
中
夜
儀
』

　
な
る
書
〔
函
架
番
号
　
古
三
五
一
六
二
九
〕
は
よ
く
引
用
さ
れ
る
が
（
所
斑
「
『
春

　
玉
秘
抄
隔
の
復
原
（
覚
書
・
逸
文
）
」
〔
『
国
書
逸
文
研
究
』
一
八
号
　
｝
九
八
穴

　
年
〕
、
細
谷
勘
資
「
『
綿
雲
』
の
成
立
年
代
と
編
者
」
〔
『
国
譲
逸
文
研
究
』
一
八
号

　
一
九
八
六
年
〕
）
、
　
こ
れ
は
、
内
容
・
奥
書
か
ら
見
て
、
『
三
糖
抄
』
の
第
二
巻
の

　
「
中
夜
儀
」
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

④
例
え
ば
、
建
久
四
年
正
月
二
十
七
目
二
一
十
九
日
の
年
紀
が
見
え
る
が
、
『
玉

　
葉
』
・
『
叙
位
除
目
執
筆
抄
』
に
よ
る
と
、
こ
の
臨
、
実
房
は
除
目
儀
の
執
筆
で
あ

　
る
。
第
二
節
参
照
。

⑤
三
条
公
茂
・
実
忠
に
つ
い
て
は
、
後
掲
系
図
A
参
照
。
な
お
、
『
後
愚
昧
記
』

　
応
安
四
年
二
月
三
日
条
に
よ
れ
ば
、
三
条
公
忠
は
そ
の
男
の
実
冬
に
「
除
目
事
」

　
を
伝
授
す
る
際
に
ま
ず
『
三
戸
抄
』
を
読
み
教
え
て
い
る
。

⑥
溌
①
参
照
。

⑦
岩
橋
小
弥
太
氏
は
『
群
書
解
題
』
の
「
三
三
聖
日
一
の
項
で
、
治
承
年
間
の
奥

　
書
と
『
建
内
記
』
永
享
十
三
年
二
月
四
日
条
の
記
事
か
ら
、
『
秋
玉
秘
抄
』
の
奥

　
霞
を
記
し
た
人
物
と
し
て
吉
田
経
房
の
可
能
性
を
あ
げ
て
い
る
が
、
第
三
節
で
述

　
べ
る
よ
う
に
、
鴨
春
玉
秘
抄
』
は
い
く
つ
か
の
家
に
伝
来
し
て
お
り
、
写
本
も
何

　
部
か
あ
り
、
伏
見
宮
家
寒
『
秋
薫
秘
抄
』
は
西
園
寺
家
に
伝
来
し
て
い
た
可
能
性

　
が
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
く
と
、
吉
田
経
房
が
治
承
年
間
に
書
写
し
た
も
の
で
は

　
な
い
可
能
性
が
強
く
、
時
野
谷
氏
の
見
解
の
方
が
理
解
し
や
す
い
。

⑧
欄
叙
玉
二
毛
』
・
『
秋
玉
秘
薬
』
の
本
奥
書
に
見
え
る
漢
詩
的
な
表
現
に
つ
い
て

　
は
、
前
王
注
⑫
参
照
。

第
二
節
　
三
条
実
房
と
「
花
園
説
」
の
継
承

　
三
条
書
房
は
久
安
三
年
ユ
一
四
七
〕
頃
、
内
大
臣
藤
原
公
教
の
三
男
と

し
て
誕
生
し
　
（
母
は
権
中
納
言
藤
原
清
隆
の
女
）
、
書
院
流
の
嫡
家
を
継
ぎ
、

侍
従
・
左
少
将
・
右
中
将
・
蔵
人
頭
を
歴
任
し
、
永
暦
元
年
〔
一
一
六
〇
〕

に
、
従
三
位
と
な
り
公
卿
の
列
に
加
わ
り
、
文
治
五
年
〔
一
一
八
九
〕
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

右
大
臣
に
昇
進
し
、
建
久
元
年
〔
一
一
九
〇
〕
に
は
左
大
臣
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
実
景
は
公
事
に
精
通
し
た
人
物
と
し
て
重
用
さ
れ
、
『
叙
位
除
目

執
筆
抄
』
に
よ
れ
ば
、
正
月
の
叙
位
儀
で
は
建
久
五
年
・
六
年
（
五
年
は
女

叙
位
も
）
、
除
目
儀
で
は
、
春
は
建
久
五
年
・
六
年
、
秋
は
建
久
四
年
に
、
執

筆
の
役
を
勤
め
て
い
る
。
実
房
は
建
久
七
年
に
病
に
よ
り
出
家
す
る
が
（
法

名
静
空
）
、
『
玉
蘂
』
承
久
二
年
〔
＝
三
〇
〕
正
月
一
日
条
に
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ﾅ
震
（
中
略
）
（
藻
．
華
墨
称
二
大
瀬
瀬
華
墨
論
著

と
あ
る
よ
う
に
、
「
公
事
」
に
つ
い
て
詳
し
く
、
師
と
し
て
諸
人
に
仰
が
れ

た
た
め
、
「
大
恩
殿
主
御
房
」
と
評
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
実
射

は
長
命
で
あ
っ
た
が
、
嘉
禄
元
年
〔
一
二
二
五
〕
　
八
月
十
七
日
に
没
し
て

い
る
（
七
十
九
歳
、
一
説
八
十
二
歳
）
。
日
記
に
『
愚
昧
記
』
が
あ
り
、
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

著
に
『
三
椀
抄
』
の
他
、
『
叙
位
次
第
』
・
『
元
日
節
会
抄
』
等
が
あ
る
。
ま
た

『
玉
具
』
承
元
五
年
〔
建
贋
元
年
、
＝
＝
一
〕
六
月
九
日
条
に
よ
れ
ば
、

　
実
房
（
朱
）
　
　
　
（
三
条
公
教
）

「
塞
府
入
道
切
コ
文
三
条
内
府
記
一
進
レ
之
」
と
あ
り
、
実
房
は
父
の
公
教
の

日
記
を
所
蔵
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
「
切
文
」
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
三
条
実
房
は
平
安
末
・
鎌
倉
初
期
に
お
い
て
、
儀
式
に
関
し
て
詳
し
い
公

卿
の
一
人
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
彼
は
、
叙
位
除
目
等
に
お
い
て
源
有

仁
の
説
（
「
花
園
説
」
）
を
参
照
・
引
用
し
て
お
り
、
そ
の
継
承
者
の
一
人
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
『
愚
昧
記
』
仁
安
四
年
〔
嘉
応
元
年
、

一
一
六
九
〕
正
月
九
日
条
に
よ
る
と
、
除
目
の
儀
の
装
束
に
つ
い
て
実
以
は

「
花
園
抄
」
（
『
語
調
秘
抄
』
）
を
見
て
、
「
花
霞
云
」
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
実
房
が
叙
位
・
除
目
で
執
筆
の
役
を
勤
め
た
時
を
見
る
と
、
実
房
は

「
花
園
説
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
除
目
儀
に
関

し
て
は
、
『
玉
葉
』
建
久
四
年
十
二
月
九
日
条
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
条
実
房
）

　
　
九
日
置
壬
寅
、
晴
、
京
官
除
目
入
眼
也
、
戌
刻
、
左
大
臣
参
入
、
（
中
略
）
次
撰
コ

　
　
出
諸
申
文
等
「
相
識
加
折
紙
此
伝
二
大
臣
「
大
蝿
取
レ
之
置
レ
前
、
先
任
二
内
舎
人
噛

　
　
是
花
園
説
也
、
去
春
如
レ
此
、
凡
大
罠
作
法
、
今
度
併
欲
レ
改
ご
去
春
作
法
へ
而
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
前
任
二
内
舎
人
一
隻
、
春
秋
惟
同
、
此
条
不
レ
被
レ
二
幅
有
二
異
説
一
之
由
上
鰍
、
（
後
略
）

と
あ
り
、
加
え
て
、
『
同
』
建
久
五
年
正
月
三
十
日
条
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕊
条
実
房
）

　
　
僻
日
、
壬
辰
、
陰
晴
不
レ
定
、
二
目
、
入
眼
也
、
申
刻
、
執
箪
左
大
臣
参
入
、
他

　
　
公
卿
等
少
々
参
会
（
中
略
）
大
臣
云
、
有
二
二
分
代
御
申
文
等
「
承
二
可
レ
任
者
一

　
　
欲
レ
任
者
、
離
碍
管
雀
・
バ
罐
）

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
園
）

と
見
え
、
共
に
「
花
理
説
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
更
に
叙
位
儀
に
関
し
て

は
、
女
叙
位
で
あ
る
が
、
『
同
』
建
久
五
年
正
月
十
一
日
条
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
条
都
響
）

　
　
十
一
日
、
癸
酉
、
陰
爾
降
、
此
臼
、
女
叙
位
也
、
（
中
略
）
晩
頭
、
左
大
臣
参
会
、
（
中

　
　
略
）
嚢
讐
禦
文
門
訴
鰐
麟
％
雑
無
鴫
録
・
警
墨
髭
樋

　
　
灘
轡
屋
喜
喜
蟻
酵
聾
懇
・
御
覧
了
、
（
後
略
）

と
見
え
、
同
様
な
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
『
玉
葉
』
の
記
主
九
条
兼

実
が
こ
の
「
花
園
説
」
に
対
し
て
、
轟
判
的
で
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

　
こ
の
他
、
『
三
長
記
』
建
永
元
年
〔
一
二
〇
六
〕
十
一
月
九
日
条
に
よ
れ

ば
、
「
入
道
左
府
」
（
三
条
実
房
）
は
除
目
儀
で
「
大
間
右
サ
マ
ニ
纏
時
、
自
二

中
程
一
更
左
サ
マ
ニ
引
返
テ
、
懸
盤
ル
作
法
」
は
「
花
園
塞
府
口
伝
秘
事
」
で

あ
り
、
「
恩
師
レ
可
レ
用
之
由
」
を
日
記
の
記
主
藤
原
長
兼
に
示
し
た
こ
と
が

書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
同
』
同
年
九
月
二
十
五
日
条
に
は

　
　
廿
五
日
、
晴
、
今
打
被
レ
行
二
官
奏
ハ
荒
奏
、
（
中
略
）
権
弁
率
レ
史
、
参
二
御
直
麗
ハ

　
　
（
中
略
）
但
揖
六
度
、
（
割
注
略
）
宮
奏
糧
桝
、
六
度
、
三
度
、
両
説
也
、
｝
冊
弁
官
多
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源有仁編の儀式書の伝来とその意義（田島）

　
　
　
　
　
　
　
（
源
有
仁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三

　
　
用
二
三
度
説
ハ
年
忌
左
府
被
レ
用
三
描
写
謬
説
噛
自
慰
大
臣
多
以
二
三
度
一
也
、
但
入

　
　
条
実
房
）

　
　
道
慮
府
用
二
花
附
説
一
敷
、
（
後
略
）

と
あ
り
、
一
周
の
作
法
で
も
三
条
実
房
が
「
花
園
説
」
を
用
い
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
実
房
は
有
仁
の
説
（
「
花
園
説
」
）
の
継
承
者
の

一
人
で
あ
っ
た
と
い
え
、
実
話
に
よ
る
治
承
年
間
に
お
け
る
『
叙
玉
総
抄
』
・

『
秋
玉
秘
抄
』
の
書
写
、
『
三
三
抄
』
の
編
輯
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭

に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

①
　
三
条
実
房
に
つ
い
て
は
『
国
史
大
辞
典
饒
五
巻
「
さ
ん
じ
ょ
う
さ
ね
ふ
さ
　
三

　
条
実
房
」
の
項
（
橋
本
義
彦
氏
執
筆
）
に
よ
っ
た
。
な
お
、
『
大
日
本
史
料
』
第

　
五
編
之
二
嘉
禄
元
年
八
月
十
七
日
条
及
び
新
田
英
治
「
（
解
説
）
愚
昧
記
　
三
巻
」

（
矯
陽
明
文
庫
編
皐
認
毒
口
記
・
詳
記
・
愚
昧
記
』
陽
明
葉
記
録
文

　
書
篇
譲
葉
輯
　
一
九
八
八
年
）
も
参
照
。

②
　
　
『
玉
蘂
』
は
『
大
日
本
史
料
』
第
五
編
之
二
嘉
禄
元
年
八
月
十
七
三
条
・
今
川

　
文
雄
校
訂
『
玉
蘂
』
（
一
九
八
四
年
）
に
よ
っ
た
が
、
「
澱
以
」
の
部
分
は
共
に

　
「
目
□
」
と
あ
る
の
で
、
花
田
雄
吉
「
九
条
道
家
と
そ
の
日
記
『
玉
藥
』
」
（
『
二
二

　
学
舎
大
学
論
集
』
国
文
学
編
〔
創
立
百
周
年
記
念
〕
一
九
七
七
年
）
に
よ
り
補
う
。

③
『
叙
位
次
第
』
の
写
本
は
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
（
函
号
四
一
五
一
二
入

　
九
）
、
『
実
隆
公
記
』
延
徳
三
年
〔
一
四
九
一
〕
十
月
一
日
条
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
条
実
募
）

　
　
百
、
農
、
（
露
）
會
不
・
出
仕
寂
位
次
轟
驚
繁
寧
写
之
「

　
と
あ
る
。
こ
の
他
、
書
陵
部
に
は
実
房
編
の
も
の
と
し
て
『
除
属
記
（
除
目
親
王

　
給
事
　
難
久
一
一
年
）
陳
（
函
号
　
伏
一
六
六
七
）
が
現
存
す
る
。
ま
た
、
「
九
条
忠

　
訓
愚
筆
申
厭
記
録
覚
轟
膏
」
及
び
証
応
山
ハ
鳶
十
一
　
牲
月
十
七
日
付
の
　
「
九
条
ψ
琢
文
士
哩
碧
雲
R
口

　
録
」
（
と
も
に
『
図
轡
屋
叢
刊
　
九
条
家
脱
藩
』
一
所
収
）
に
よ
れ
ば
「
入
道
左
府
…

鱗
抄
」
が
み
え
、
馨
除
目
の
も
の
で
あ
る
・
と
か
ら
、
・
れ
は
『
＝
種
娑
で

　
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
「
九
条
忠
教
秘
蔵
記
録
覚
書
」
に
よ
れ
ば
、
三
条

　
実
房
の
男
公
房
よ
り
談
ら
れ
た
実
房
編
の
「
入
道
左
府
抄
」
の
「
正
本
」
（
自
筆

　
本
当
）
が
九
条
家
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
第
三
節
参
照
）
。

④
省
略
し
た
部
分
に
は
、
続
け
て
、
「
次
々
随
レ
当
、
被
レ
任
レ
之
、
全
無
ご
次
第
「

　
又
無
二
申
文
之
沙
汰
ハ
只
如
レ
書
一
一
消
息
一
任
レ
之
、
一
度
二
申
文
懸
レ
勾
、
早
速
之
条
、

　
為
レ
人
第
一
也
、
然
而
、
不
レ
正
二
作
法
一
之
条
、
於
二
公
事
嗣
似
レ
存
二
略
儀
「
為
レ
之

　
如
何
」
と
あ
り
、
兼
実
は
実
房
の
作
法
を
強
い
調
子
で
非
難
し
て
い
る
。

第
三
節
　
源
有
仁
編
の
儀
式
書
の
伝
来

　
源
有
仁
の
説
（
「
花
園
説
篇
）
は
先
述
の
『
玉
葉
』
建
久
五
年
正
月
十
一
日

条
に
み
え
る
よ
う
に
「
不
二
甘
心
一
」
な
ど
と
評
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
九
条
兼
実
の
み
の
個
人
的
な
批
判
で
は
な
か
っ
た
。
『
玉
蘂
』
建
暦

二
年
〔
一
二
一
二
〕
十
一
月
二
十
九
日
条
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
徳
天
皇
）

　
　
廿
九
日
、
庚
午
、
天
晴
、
参
内
、
（
中
略
）
主
上
取
二
御
中
文
面
一
概
二
御
座
三
一
給
、

　
　
（
徳
大
量
公
継
）

　
　
右
府
取
二
申
文
「
数
通
、
置
レ
笏
引
廻
、
折
紙
又
償
中
欺
、
其
閾
太
以
遅
々
如
何
、
逡

　
　
巡
降
二
長
押
ハ
小
器
向
レ
坤
立
、
発
立
昌
左
星
左
遡
大
輪
立
廻
、
鋼
二
常
間
南
柱
一
之
程
、

　
　
更
束
行
二
二
策
椎
下
（
又
盛
行
也
、
已
上
作
法
朱
レ
聞
説
敷
、
花
園
説
鰍
、
余
家
説
有
レ

　
　
三
、
皆
推
レ
硯
直
進
寄
也
、
即
印
可
レ
分
崩
置
申
文
一
二
、
（
後
略
）

と
見
え
る
よ
う
に
、
日
記
の
君
主
九
条
道
家
（
時
に
内
大
臣
）
は
、
大
懲
会
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の
女
叙
位
の
儀
で
左
大
距
徳
大
寺
公
継
が
用
い
た
作
法
　
（
「
花
園
説
」
）
を

「
未
レ
聞
説
」
で
、
「
余
家
畜
」
と
は
違
っ
て
い
る
こ
と
を
詑
し
て
い
る
。
ま

た
、
『
明
月
記
』
建
保
元
年
〔
一
二
一
三
〕
正
月
二
日
条
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
条
良
輔
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
定
家
）

　
　
二
臼
、
（
中
略
）
参
二
左
大
臣
殿
ハ
見
参
之
次
、
令
レ
問
二
夜
前
事
一
齢
、
予
申
云
、

　
　
依
レ
不
レ
知
二
子
細
噛
不
レ
分
コ
鋼
可
否
ハ
酷
薄
事
似
二
安
不
7
行
、
毎
レ
出
二
一
言
ハ
先

　
　
取
翻
嵐
扇
「
当
二
燭
光
嚇
委
見
レ
之
、
或
又
二
二
笏
紙
「
園
丁
箪
、
毎
度
如
・
斯
、
不
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
調
力
〕

　
　
仰
二
進
物
所
・
御
厨
子
三
豊
「
只
次
第
事
、
昔
と
そ
と
仰
、
又
藍
汁
催
時
モ
詞
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
条
良
輔
×
源
有
仁
）

　
　
と
仰
、
宰
相
又
同
仰
二
其
詞
噛
仰
云
、
花
園
な
ど
註
澱
説
獄
、
我
等
不
レ
存
事
也
、

　
　
（
藤
原
頼
長
）

　
　
但
宇
治
左
初
度
ニ
モ
名
ヲ
い
は
ん
か
、
は
っ
か
し
く
て
ハ
、
次
第
申
な
ど
云
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
条
良
経
）

　
　
被
レ
註
、
於
レ
後
二
者
、
毎
度
仰
二
飯
汁
一
也
、
故
殿
、
飯
汁
と
被
・
仰
ぎ
、
（
後
略
）

と
あ
る
よ
う
に
、
左
大
臣
九
条
良
輔
は
「
花
園
」
説
を
「
我
等
不
レ
存
事
」

と
評
し
、
言
外
に
不
快
感
を
蓑
明
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
花
園
説
」
は
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
初
頭
に
か
け
て
、
特

に
摂
関
家
で
あ
る
九
条
家
の
人
々
に
は
強
い
批
判
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
「
花
園
説
」
は
三
条
笑
覧
が
個
人
的
に
採
用
し
規
範
と
し
た
説

で
な
く
、
当
時
、
あ
る
一
定
の
権
威
を
持
ち
、
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
説
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
『
玉
葉
駈
承
安
四
年
〔
＝
七
四
〕
十
二
月
十
五
臼
条
に

＋
費
震
天
瞳
入
夜
婁
入
内
藝
先
是
醸
醗
悪
趣
今

　
　
日
誌
有
二
公
慕
御
匙
、
依
ユ
不
審
…
相
訓
尋
人
々
「
之
処
、
葉
理
、
（
中
略
）
次
絵
レ
文
、

畿
醸
罐
麓
最
禽
レ
虚
誕
学
識
大
臣
襲
爵
乏
申

　
　
（
藤
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
有
仁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
羊
左
府
説
也
、
是
認

　
　
職
兄
二
季
仲
記
ハ
余
隠
二
闘
…
孤
城
伺
d
見
此
儀
鋸
寸
ハ
山
ハ
度
揖
、

　
　
河
院
仰
嚢
々
、
近
代
人
、
大
事
公
事
等
、
偏
伺
勾
見
花
蓮
左
府
次
第
・
日
記
等
「

　
　
　
　
　
　
（
藤
原
経
宗
V

　
　
称
唯
云
々
、
左
堀
溺
其
一
也
、
（
後
略
）

と
見
え
る
よ
う
に
、
「
近
代
人
」
が
「
大
事
」
の
「
公
事
等
」
に
関
し
て
、

偏
に
「
花
序
左
府
次
第
・
日
記
等
」
を
「
早
見
」
て
い
た
こ
と
、
『
同
』
安

元
元
年
Ω
一
七
五
〕
十
一
月
二
十
一
日
射
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
有
仁
）
9

　
　
廿
一
日
、
戊
辰
、
節
会
也
、
（
中
略
）
実
守
獅
依
二
位
次
一
向
二
外
弁
座
ハ
花
園
左
府

　
　
説
云
々
、
（
中
略
）
西
宮
十
ふ
圧
巻
云
、
自
レ
就
二
外
弁
噛
　
至
二
禄
所
ハ
為
先
二
小
忌
ハ

　
　
（
西
宮
記
）

　
　
十
巻
云
、
自
二
外
弁
座
一
図
レ
先
、
又
代
々
例
如
レ
此
、
但
花
園
説
、
定
有
二
由
緒
一

　
　
鰍
、
実
守
又
営
二
公
事
之
道
一
者
也
、

と
あ
る
よ
う
に
、
「
営
工
公
事
之
道
一
者
」
と
評
さ
れ
る
藤
原
実
守
が
「
花
園

説
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
等
よ
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
花
園
説
」
や
源
有
戸
及
び
そ
の
継
承
者
で
あ

る
実
房
が
編
纂
・
書
写
し
た
儀
式
書
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ま
た
何
故
、

い
か
な
る
意
味
を
持
っ
て
室
町
時
代
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
ら
の
点
に
関
し
て
最
後
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
補
注
2
）

　
源
有
仁
は
正
妻
（
北
方
、
藤
原
公
実
の
女
）
と
の
間
に
子
供
が
な
か
っ
た
。

ま
た
、
家
の
女
房
と
の
間
に
は
子
供
が
い
た
が
、
女
子
で
あ
っ
た
た
め
、
家

を
継
承
す
る
者
は
な
く
源
有
仁
家
は
断
絶
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
は
、
そ
の

後
、
源
有
爵
が
作
成
・
編
輯
し
た
儀
式
書
・
日
記
な
ど
は
一
体
ど
う
な
っ
て
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源有仁編の儀式書の伝来とその意義（田島）

し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
前
稿
で
も
述
べ
た
が
、
『
叙
玉
秘
抄
』
の
写
本
に
は
源
師
時
の
男

の
師
行
が
持
っ
て
い
た
写
本
「
師
行
本
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
師
行
の
弟
の
師

基
に
命
じ
て
抄
出
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
　
（
三
条
西
家
本
『
雲
譲
秘
抄
』

第
二
「
裏
書
云
」
）
。
有
仁
と
師
時
は
有
仁
の
母
を
通
し
て
血
縁
関
係
が
つ
な

が
る
う
え
　
（
師
時
は
有
要
の
母
の
従
兄
弟
、
有
仁
の
叔
父
）
、
師
行
の
男
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

心
房
は
、
一
將
、
有
仁
の
猶
子
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
師
行
が
有
仁
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
『
叙
玉
藻
抄
』
の
写
本
を
所
蔵
し
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　
ま
た
、
『
玉
葉
』
承
安
二
年
コ
一
七
二
〕
十
二
月
八
日
条
に
は
、

　
　
八
臼
、
壬
寅
、
天
晴
、
此
臼
軒
廊
御
卜
也
、
未
刻
、
参
内
、
獺
税
　
（
中
略
）
抑
今

　
　
暑
廊
禦
経
蒔
刻
乏
間
馬
口
恥
…
羅
之
次
云
・
前
大
塾
＝
薮
馳
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
有
仁
）
　
　
　
　
　
　
　
（
藤

　
　
記
多
相
持
云
々
、
其
中
一
切
不
二
披
露
一
之
記
ハ
、
花
薗
左
大
臣
記
八
十
余
巻
・
四

　
　
原
公
任
）

　
　
舞
戸
日
記
百
余
巻
、
殊
秘
コ
蔵
之
二
曹
々
、
凡
此
外
、
漢
家
本
朝
之
本
書
・
抄
物
、

　
　
其
数
及
一
槻
万
余
巻
齢
云
々
、

と
あ
り
、
　
『
花
園
左
大
臣
記
』
は
徳
大
寺
実
定
が
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
更
に
『
同
』
建
久
元
年
〔
一
一
九
〇
〕
十
月
二
十
六
日
条
に

　
　
廿
六
日
、
　
丁
一
木
、
天
購
…
、
昨
今
物
己
心
落
、
此
日
、
（
尽
官
除
阻
目
也
、
執
「
日
新
宰
枳
中

　
　
　
（
徳
大
寺
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

　
　
将
歯
釜
、
生
年
十
六
歳
、
可
レ
調
四
馬
重
目
公
時
卿
為
二
上
繭
ハ
在
二
其
座
ハ
未
曾
有

　
　
例
也
、
於
ご
大
弁
剛
者
、
不
レ
論
二
上
下
鵬
ハ
毒
血
訓
仕
之
「
大
弁
有
二
故
障
一
之
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
定
（
徳
大
寺
）

　
　
自
二
上
閥
ハ
次
第
被
レ
催
者
一
壷
、
繭
前
左
大
臣
殊
結
構
、
其
意
三
座
何
者
、
執
笠

　
　
　
　
公
能
（
徳
大
寺
）
④

　
　
慕
、
父
右
大
臣
如
レ
形
勤
コ
仕
之
噛
花
園
文
書
等
伝
導
存
レ
家
、
須
レ
継
二
字
装
一
之
処
、

　
　
自
然
不
・
勤
二
其
事
ハ
空
以
致
死
、
慈
生
之
間
、
使
三
公
継
勤
二
儲
役
「
以
欲
・
謝
二
我

　
　
怨
一
云
々
、
（
中
略
）
公
爵
覧
二
閾
官
帳
ハ
其
儀
如
レ
常
、
但
先
史
レ
被
レ
見
レ
之
、
置
替

　
　
之
後
見
・
之
、
彼
家
鋲
、
道
理
不
・
可
・
然
、
（
中
略
）
執
箋
任
・
内
舎
人
「
黙

　
　
騨
葎
・
諸
道
挙
荏
・
享
宴
黙
ハ
凝
細
螺
（
巾
略
）
含
、
諌
早
之

　
　
後
、
送
一
一
書
三
二
前
左
大
臣
許
「
三
一
榊
二
三
執
筆
「
返
礼
丁
寧
、
殊
有
ご
感
荷
之
越
ハ

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
門
鎌
倉
時
代
初
頭
、
徳
大
寺
家
に
「
花
園
文
書
」
と
い

う
叙
位
除
罷
を
中
心
と
し
た
儀
式
書
類
が
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

（
こ
の
他
、
徳
大
寺
公
継
の
日
記
『
高
論
記
』
承
元
四
年
正
月
九
日
条
に
白

馬
節
会
に
関
す
る
「
花
園
左
府
次
第
」
が
み
え
る
こ
と
も
参
考
と
な
る
）
。

　
そ
の
後
、
『
園
太
暦
』
貞
和
二
年
二
三
四
六
〕
正
月
六
日
掛
に
は

　
　
立
碁
也
　
　
　
　
　
⑤

　
　
六
日
、
天
陰
｛
、
（
中
略
）

　
府
炎
可
レ
申
昌
従
上
一
否
幕

　
　
襲
還
魂
挙
消
自
憲
新
婦
・
塾
三
遷
奨
夫
妻
概
、
申
・
従
上
茄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徳
大
等
家
）

　
　
階
以
一
府
奏
獅
可
二
望
申
一
之
旨
、
存
レ
之
、
且
当
家
相
伝
文
欝
、
号
こ
叙
玉
抄
「
有
二

　
　
所
見
一
之
閥
、
所
ご
談
合
一
也
、
（
後
略
）

と
あ
り
、
南
北
朝
期
、
「
叙
玉
抄
（
叙
玉
秘
抄
）
」
が
「
豪
家
相
伝
文
書
」
と

し
て
徳
大
寺
家
に
伝
存
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
奉
λ
隆
公
記
』

明
応
四
年
ハ
一
四
九
五
〕
八
月
一
日
条
に
収
載
さ
れ
た
徳
大
寺
実
淳
か
ら
三

条
西
実
隆
に
宛
て
た
消
息
の
申
で
、
七
月
四
日
に
火
災
に
あ
っ
た
徳
大
寺
亭

⑥で
、
焼
け
残
っ
た
も
の
中
に
「
春
重
鎮
、
正
木
」
（
源
有
仁
自
筆
本
『
春
玉
秘
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⑦

抄
』
か
）
・
「
叙
玉
抄
」
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
室
町
時
代
ま
で
、
徳
大
寺
家
に

源
有
仁
編
の
叙
位
・
除
臼
の
儀
式
書
が
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
（
こ
の

他
徳
大
寺
実
淳
の
日
記
『
実
淳
公
記
』
延
徳
四
年
正
月
六
日
条
に
、
こ
の
日
、

叙
位
儀
の
執
筆
を
し
た
実
淳
が
「
花
輪
」
〔
『
新
玉
垂
領
』
〕
を
引
い
て
い
る

こ
と
も
参
考
と
な
る
）
〇

　
一
方
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
三
条
家
で
は
、
実
房
が
『
叙
玉
秘
跡
』
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

『
春
心
秘
画
』
・
『
秋
玉
秘
抄
』
を
書
写
ま
た
は
所
蔵
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は

一
部
書
き
加
え
ら
れ
た
り
省
略
・
削
除
さ
れ
た
部
分
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は

そ
の
後
も
三
条
家
に
伝
来
し
た
ら
し
く
、
南
北
朝
期
で
は
、
『
中
外
記
』
の

奥
書
に
「
一
晃
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
三
条
公
忠
が
原
本
『
叙
玉
寡
聞
』

と
い
う
べ
き
写
本
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、
三
条
西
家
本

『
叙
玉
秘
抄
』
第
三
の
奥
書
に
「
於
二
燈
下
一
事
一
二
見
嚇
了
」
と
記
し
た
「
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

大
納
言
」
も
三
条
公
忠
の
可
能
性
が
高
い
。
加
え
て
、
『
後
愚
昧
記
』
応
安

元
年
〔
＝
二
六
八
〕
正
月
十
六
日
条
に
よ
れ
ば
、
公
忠
は
「
花
園
左
府
自
筆
」

の
「
踏
歌
次
第
」
を
所
持
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
土
記
」
が
引
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
公
忠
は
有
仁
編
纂
の
儀
式
書
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
先
に
示
し
た
『
兼
顕
簿
記
』
文
明
十
年
Ω
四
七
八
〕

八
月
十
一
三
条
よ
り
、
三
条
公
敦
は
『
春
玉
秘
抄
』
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
、
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
三
条
西
実
隆
は
教
業
坊
旧
年
即
ち
三
条
家

本
の
『
叙
玉
秘
抄
』
を
書
写
し
て
い
る
の
で
、
蜜
町
時
代
に
も
三
条
家
に
回

忌
編
の
儀
式
書
が
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
　
（
こ
の
他
、
『
実
冬
公
記
』

至
徳
四
年
正
月
三
日
条
に
よ
れ
ば
、
公
忠
の
男
の
実
母
が
「
花
園
次
第
」
〔
白

馬
節
会
の
次
第
力
〕
を
引
用
し
て
い
る
）
。

　
ま
た
、
西
園
寺
家
よ
り
分
か
れ
た
洞
院
家
で
は
洞
院
公
賢
が
『
魚
魯
愚
抄
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
編
纂
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
『
春
玉
秘
抄
』
が
多
数
引
用
さ
れ
て
お
り
、

借
用
し
た
可
能
性
も
あ
る
も
の
の
、
洞
院
家
に
『
春
玉
秘
抄
睡
を
は
じ
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

有
仁
徳
の
儀
式
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
他
、
前
事
で
述
べ
た
よ
う
に
、
室
町
時
代
、
伏
見
宮
家
に
『
秋
玉
二

面
』
が
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る
い
は
こ
れ
は
、
『
公
衡
公
記
』

（
自
筆
本
）
や
『
御
産
部
類
記
』
の
よ
う
に
西
園
寺
家
か
ら
伏
見
宮
家
の
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

蔵
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
有
仁
編
の
儀
式
書
の
閑
院
流

へ
の
伝
来
と
か
か
わ
っ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
院
流
の
諸
家
で
の
ち
「
清
華
家
」
と
呼
ば
れ
る
家
、

即
ち
三
条
・
徳
大
寺
・
西
園
寺
の
三
家
に
は
源
有
官
編
の
儀
式
書
が
伝
来
し

て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
他
、
勧
修
寺
家
に
も
室
町
時
代
ま
で
吉
田
経
房
の
奥
書
の
あ
る
『
品

玉
秘
抄
』
（
『
花
園
抄
』
）
が
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
『
建
内
記
』
永
享
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

年
二
月
四
日
条
よ
り
判
り
、
更
に
「
遺
雷
条
々
」
に
よ
れ
ば
、
『
花
園
左
府

記
』
が
経
商
↓
資
経
↓
経
俊
と
伝
領
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

　
ま
た
、
「
九
条
忠
教
秘
蔵
記
録
覚
書
」
（
『
図
書
寮
鼻
高
　
九
条
家
文
書
』
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一
「
九
条
家
代
々
譲
状
遺
誠
類
」
）
に
は
、

　
　
（
前
略
）
鑛
壽
実
聴
講
舞
祖
父
塗
寺
入
道
欝
公
房
養
老
塑

　
　
伝
之
ハ
錐
レ
非
二
家
秘
俵
ハ
名
誉
家
抄
等
也
、

と
み
え
、
三
条
公
房
よ
り
譲
ら
れ
た
愚
慮
自
筆
の
「
入
道
左
府
抄
」
が
九
条

家
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
春
除
目
の
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
『
三
椀
抄
』
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
更
に
正
応
六
年
三
月
十

吉
付
「
九
象
盗
蕃
目
録
」
に
は
・
花
野
左
ま
夕
桜
府
購
抄
き
・

あ
り
、
春
除
目
に
関
す
る
「
花
園
左
府
抄
」
（
『
春
玉
秘
抄
』
）
と
三
条
実
房

の
「
入
道
左
府
抄
」
（
『
食
塊
抄
』
カ
）
が
同
じ
櫃
に
入
れ
ら
れ
九
条
家
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
鎌
倉
時
代
に
は
九
条
家
に

も
源
有
仁
及
び
三
条
実
房
の
春
除
員
に
関
す
る
儀
式
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
儀
式
書
の
種
類
の
多
さ
や
書
写
し
た
人
物
か
ら
考
え
る
と
、
閑

院
流
の
三
家
及
び
勧
修
寺
家
、
特
に
三
条
家
と
徳
大
寺
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
所
蔵
・
書
写
さ
れ
た
源
減
等
編
の

儀
式
書
（
参
考
ま
で
に
三
条
実
費
編
の
儀
式
書
も
加
え
た
）
を
系
図
の
上
に

重
ね
合
わ
せ
る
と
系
図
A
の
よ
う
に
な
る
。

　
そ
れ
で
は
な
ぜ
無
爵
仁
編
の
儀
式
書
が
こ
れ
ら
の
諸
家
に
伝
来
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
躍
動
の
母
方
の
従
兄
弟
源
師
行
が
『
叙
玉

秘
抄
』
を
所
持
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
が
、
今
再
び
有
仁
の
血
縁
・

婚
姻
関
係
を
調
べ
る
と
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
気
付
く
。
即
ち
、
『
業
病
』

に
見
え
る
よ
う
に
、
藤
原
公
転
に
始
ま
る
閑
院
流
が
三
家
に
分
か
れ
る
藤
原

　
⑯
公
実
の
女
は
有
仁
の
正
妻
（
北
の
方
〉
で
、
実
能
（
徳
大
寿
家
の
祖
）
や
通

　
　
　
　
　
⑰

季
（
西
園
寺
家
の
祖
）
と
は
同
母
の
兄
妹
で
あ
り
、
実
行
（
三
条
家
の
祖
）

と
も
異
母
の
兄
妹
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
関
係
も
あ
っ
て
、
有
仁
の
私
邸
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

は
徳
大
寺
半
能
や
三
条
公
教
（
実
行
の
男
）
が
集
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
関
係
を
系
図
で
表
し
た
も
の
が
系
図
B
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
有
官
の
生
前
に
、
或
い
は
絶
家
と
な
っ
て
か
ら
、

有
仁
の
編
の
儀
弐
書
及
び
日
記
等
が
、
徳
大
寺
家
や
三
条
家
に
伝
来
し
、
特

に
徳
大
寺
家
で
は
「
花
園
文
書
」
と
称
さ
れ
、
相
伝
さ
れ
て
い
っ
た
の
も
無

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

事
な
く
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
ま
た
、
北
の
方
の
母
（
実
能
・
通
季
の
母
で
も
あ
る
）
の
光
子
は
藤
原
隆

方
の
女
で
、
為
房
の
妹
で
も
あ
り
、
以
後
、
閑
院
流
は
勧
修
寺
家
流
と
強
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

繋
が
り
が
出
来
た
と
い
う
。
勧
修
寺
家
流
は
、
為
楽
以
降
、
有
能
な
実
務
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

僚
の
公
卿
と
し
て
活
躍
す
る
が
、
有
仁
の
編
の
儀
式
書
及
び
日
記
を
入
手
し

た
の
は
、
三
条
家
・
徳
大
寺
家
を
通
し
て
な
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
う
し
て
幾
つ
か
の
家
に
伝
来
し
て
い
た
源
有
仁
編
の
儀
式
書
は
、
前
軍

で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
度
々
書
写
さ
れ
た
り
、
「
花
園
説
」
は
秘
説
と
し
て

院
政
期
以
降
鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
重
き
を
な
し
て
い
た
よ
う
で
あ

⑫る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
示
し
た
『
玉
葉
』
の
記
載
に
見
え
る
よ
う
に
、
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　　　　　　　　　　　く＼肉i蕪慰

　　　　　　　　　　　　　　菱〔嚇繍彌

陶　　蕎／茄？

一．　一hS－V［S．．一ss一

公鼻　　　　　公
時茜　　　豊
1’＝　1
実　　　　　　実
清　　　　　　豊
1’　r．．　lli．t－it－T－tt＋，i，　1

で干酷・付言rI

　o三三Sd鬼t少（｛昼箏：）

　。叙位次第（書写）
　。元H節会抄（轡写）
　＼。愚昧記（書写）

　Xs

　N　　x　．．．　．．　一・　　、　　　　　　　　　一一一一

　　　　　　貸与

（
日
野
）

実
光
一
資
長
－
兼
光

（
広
橋
）

頼
資
一
丁
光
－
兼
仲
－
…
光
業
一
下
綱
i
仲
光
一
兼
宣
一
下
郷
－
綱
光
1

（
日
野
）

資
実
1

／轟〔襲霧劣灘

　1

　　　　　　　　　　　　　一’
　　　　　　　　　　　　　議　姦［1鮭艦離）？）

飾一’㍍ご二1騰蕪
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源有仁編の儀式書の伝来とその意義（田島）

系閣A　花園左大臣源有仁編著儀式書・記録の

。花園抄

（｛響黎隠里＼

l　t
甜灘静記

願
迎小
1肇

篁　　　　　経
ノ芳　　　　　　継

1　　　　1
霧
遺
1

麹
J
ア馴響
じ妬
　　　　　。花園抄

．櫻網灘
TffLEi一一．

（譲許秘抄）

（所蔵、吉田

経房奥誉）

俊
｛
疋
…
定
資
－
経
顕
「
経
一
轟
H
教
秀
「

（
甘
露
寺
）

－
為
経
－
経
長
…
－
隆
長
－
藤
長
～
兼
長
－
房
長
－

「
公
能

↓．花川左大照

帯
磁
i
公
継
－
実
基
－
公
孝
…
実
孝
1

。花園左大臣記
　（80余巻）（房薪幾〉

。花園文書（所蔵〉［。花園左府次第
　　　　（引用）

　　　　　　　　　翁〔盤灘難〕

　　　　　　　　　嚢

　　　　　　　　　日1

　　　　　　　　　徐

　　　　　　　　　嚢

　　　　　　　　　寧

翼［翻繊一箸　　。，、

　　　　　　　　構ギ
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（
美
濃
守
）

藤
原
基
貞
－
（
女
子
）

　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
　
　
　
　
　
　
一
－

藤
原
実
季
一
公
実
－

i
実
隆

　
（
三
条
）

一
実
行
一
公
教

（
西
園
寺
）

一
通
季

（
徳
大
寺
）

1
実
能
－
公
能

1
（
女
子
）
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系図B　源有仁の系譜と編著書

村
上
天
皇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
一
条
院
）

1
冷
泉
天
皇
l
l
三
条
天
皇
t
敦
明
親
王
ー
ー
源
基
平
1

一
（
女
子
①
）

i
基
　
子

藤
原
撃
方
－

輔
仁
親
王

1
光
子

1
為
房

1
円
融
天
皇
－
一
条
天
皇
一
義
柴
雀
天
皇
一
後
＝

藤
原
能
信
－
茂

一
条
天
皇

（「

@
御
書
」
）

1
白
河
天
皇

（「

@
皇
〔
白
河
院
〕
仰
」
）

　
子

（同

ﾔ
園
左
府
記
』
）
（
花
園
左
大
甑
）

　
　
　
　
　
　
源
　
有
　
仁

（岡

幕
ﾊ
秘
抄
』
・
『
春
玉
秘
抄
』
・
『
秋
玉
秘
抄
』
）

（「

?
宮
大
夫
説
〔
中
宮
大
夫
馨
〕
」
）

　
　
　
　
　
1
源
　
師
　
忠
一

　
（
後
中
書
王
）
　
　
　
（
土
御
門
右
大
臣
）

i
具
平
親
王
一
源
師
房
一

　
　
　
　
　
（
『
土
右
記
』
・
「
土
次
第
」
）

i
（
女
子
）

（
女
子
）

1
源
　
顕
　
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
楽
　
師
　
仲

　
（
堀
川
左
大
臣
）

一
源
　
俊
　
房
－
源
師
隠
（
母
は
源
基
平
の
女
子
①
）

（『

?
左
記
』
・
「
左
口
伝
」
）

　
（
『
長
秋
記
』
・
「
子
爵
〔
綿
文
〕
」
）

i
源
師
行
一
源
有
房

　
　
（
「
師
行
本
」
）
　
（
源
有
仁
猶
子
）

　
　
（
系
図
は
省
略
す
る
が
、
源
師
基
は
師
行
の
異
母
弟
）

（
女
子
）



源有丈編の儀式轡の伝来とその意義（田島）

九
条
桑
実
は
「
花
園
説
」
や
そ
の
継
承
者
の
作
法
・
儀
式
次
第
に
つ
い
て
大

変
批
判
的
で
あ
る
し
、
ま
た
、
『
玉
蘂
』
や
『
明
月
記
』
に
見
え
る
よ
う
に

九
条
道
家
や
九
条
良
輔
も
同
様
に
挑
判
的
で
、
九
条
家
の
「
家
説
」
と
は
違

っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
点
、
九
条
良
経
編
の
『
春
除
目

抄
瞼
巻
第
二
に
見
え
る
「
次
左
大
臣
依
レ
召
着
二
円
座
一
」
に
関
連
す
る
作
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

　
　
引
コ
寄
下
襲
尻
一
事
、

　
　
　
一
説
、
顧
一
齢
座
下
方
噛
以
二
左
右
手
「
嚇
於
取
取
二
下
襲
尻
中
程
「
引
寄
置
レ
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
抽
選
）

　
　
　
末
方
為
レ
鴛
・
宇
治
左
府
用
昌
此
税
鱗

　
　
　
一
説
、
片
手
乍
レ
持
レ
笏
、
以
二
片
手
噛
自
論
袖
下
一
矯
造
二
後
方
噛
漸
々
緯
寄
、
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
有
仁
）

　
　
　
片
手
三
彩
簑
以
二
二
片
三
又
同
様
、
重
量
峯
左
右
相
同
、
花
甲
左
府

　
　
　
用
昌
此
説
一
流
女
、
但
無
レ
燵
説
鰍
、

　
　
　
（
基
房
）

　
　
　
松
殿
仰
載
レ
右
、
依
レ
為
二
口
説
副
耳
、

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
九
条
家
で
は
、
「
三
殿
」
（
三
殿
基
房
）
の
説
が
「
正
説
」

だ
が
、
有
仁
の
説
は
「
一
説
」
で
、
「
無
レ
燧
説
」
（
た
し
か
で
な
い
説
）
で

あ
り
、
そ
れ
は
、
『
玉
葉
』
建
久
五
年
正
月
十
一
日
条
に
「
花
園
説
」
を
「
不
臨

甘
心
こ
と
記
し
て
い
る
こ
と
と
共
通
し
た
認
識
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ

う
に
「
九
条
家
文
庫
文
書
目
録
」
に
よ
れ
ぽ
、
九
条
家
に
は
「
花
園
左
府
抄
」

も
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
恐
ら
く
参
考
の
た
め
で
あ
り
、
秘
蔵
し
て

伝
領
し
、
活
用
し
た
叙
位
除
目
の
儀
式
書
は
、
九
条
家
の
者
が
編
著
し
た
儀

式
書
・
日
記
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
一
条
兼
良
編

の
『
桃
華
茎
葉
』
の
「
豪
家
相
伝
十
二
合
文
書
事
」
に
全
く
源
有
仁
の
儀
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

書
は
見
え
な
い
こ
と
か
ら
も
推
量
さ
れ
よ
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
次
の

史
料
が
更
に
参
考
と
な
ろ
う
。
即
ち
、
中
山
定
親
の
日
記
『
薩
三
号
』
正
長

二
年
〔
永
享
元
年
、
　
一
四
二
九
〕
二
月
四
日
条
に
は

四
日
、
辛
巳
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
条
）

天
霧
、
晩
頭
、
四
条
宰
相
隆
夏
、
入
来
、
被
レ
携
一
二
樽
h
例
年
之
佳
儀
也
、
被
レ

　
　
　
　
　
（
海
佐
山
）

談
云
、
九
条
宰
相
清
房
、
叙
位
執
簗
薯
、
諸
人
奇
露
寒
、
或
人
日
、
彼
卿
受
一
H
入
道

　
　
　
（
久
我
）

前
宥
大
将
通
宣
説
「
勤
劃
仕
之
一
云
々
、
此
事
如
何
、
非
二
摂
家
一
者
不
レ
可
レ
授
二
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
師
房
）
　
　
　
（
源
俊

説
一
者
、
重
三
レ
之
、
難
レ
非
二
摂
家
ハ
何
不
レ
為
ご
先
達
一
霞
、
土
御
門
右
府
・
堀
河

　
　
（
源
）
　
（
源
）

房
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉

左
府
・
師
時
・
師
頼
卿
等
管
為
ご
先
達
嚇
多
受
二
騒
人
言
説
一
勤
也
、
又
大
納
言
経

鞠
響
轟
門
左
府
経
黍
弟
孟
云
々
・
癬
麟
㈱
蜷
之
問
又
欝
卿

教
副
訓
弟
光
長
卿
一
云
々
、
然
者
、
此
難
不
□
鱗
也
、

と
あ
り
、
摂
関
家
で
無
い
も
の
は
叙
位
の
執
筆
の
作
法
を
授
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
考
え
に
対
し
て
、
非
摂
関
家
の
人
で
も
叙
位
の
執
筆
の
作
法

を
教
え
る
「
先
達
」
と
な
り
う
る
。
そ
う
し
た
「
先
達
」
と
し
て
は
蚊
柱

麗
・
年
歯
・
師
階
・
師
頼
ら
村
上
源
氏
系
の
公
卿
の
作
法
が
参
考
に
さ
れ
て
、

多
く
は
そ
れ
ら
を
受
け
て
執
筆
の
役
を
勤
め
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
の

記
載
に
、
前
稿
で
指
摘
し
た
源
有
仁
の
説
（
花
園
説
）
は
一
方
で
村
上
源
氏
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系
の
儀
式
書
の
集
大
成
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
い
れ
る
と
、
源
有
平
編
の
儀

式
書
及
び
そ
の
説
が
非
摂
関
家
の
公
卿
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
こ

と
が
想
定
で
き
る
。
実
際
、
叙
位
・
除
目
で
執
筆
を
行
う
の
は
摂
関
家
以
外

の
公
卿
も
あ
り
、
む
し
ろ
非
摂
関
家
の
公
卿
が
行
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
叙

位
・
除
電
の
執
筆
の
作
法
は
複
雑
な
た
め
、
九
猛
烈
な
ど
の
摂
関
家
で
は
秘

説
と
し
て
伝
授
さ
れ
、
他
家
に
は
伝
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、

こ
の
様
な
と
こ
ろ
に
源
紅
雲
編
の
儀
式
書
が
伝
来
し
て
い
た
理
由
が
考
え
ら

れ
よ
う
。

　
③
『
鳳
笙
師
伝
相
承
』
・
『
大
家
笛
撫
脈
』
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
仁

　
　
（
前
略
）
三
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
幽
左
大
臣
　
　
　
　
　
　
斎
院
長
官

　
　
　
　
　
　
輔
仁
親
王
、
後
蕊
条
院
御
子
、
　
輔
仁
親
王
御
子
、
称
賜
二
三
、

　
と
あ
り
（
最
後
の
注
記
は
『
鳳
笙
師
伝
椙
承
』
に
よ
る
）
、
有
仁
は
父
輔
仁
親
王

　
よ
り
笙
・
笛
を
伝
授
し
、
有
房
に
伝
え
て
い
る
こ
と
が
判
る
が
、
斎
院
長
官
有
房

　
は
神
舐
伯
源
顕
仲
の
男
で
、
源
師
行
の
男
の
有
房
と
は
別
人
で
あ
る
と
い
う
（
中

　
村
翁
「
源
厨
房
考
」
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
五
七
号
　
一
九
八
六
年
）
。

②
反
対
に
『
玉
葉
』
安
元
元
年
十
二
月
五
日
条
に
よ
れ
ば
、
源
師
行
の
露
点
時
の

　
作
成
し
た
除
目
の
次
第
「
錦
文
」
（
「
綿
文
」
カ
）
が
、
「
花
薗
左
大
臣
家
」
（
源
有

　
仁
家
）
の
「
書
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

③
藤
原
実
守
に
つ
い
て
は
『
薫
葉
』
安
元
元
年
十
一
月
二
十
一
日
条
参
照
。

④
「
継
齢
”
箕
瑛
こ
と
は
父
の
業
を
継
承
す
る
こ
と
で
あ
る
。

⑤
　
省
略
し
た
部
分
に
「
院
御
書
」
の
逸
文
が
見
え
る
が
、
『
中
外
記
』
に
も
引
か

　
れ
て
い
る
。

⑥
　
徳
大
寺
亭
の
火
災
に
つ
い
て
は
『
実
隆
公
記
』
明
応
四
年
七
月
四
日
条
参
照
。

⑦
刊
本
の
『
実
隆
公
記
』
に
よ
れ
ば
、
此
の
部
分
は

　
　
：
紛
失
候
楽
抄
募
馨
鞍
騨
詩
抄
等
も
所
葦
候
ら
ん
・
…

　
と
あ
り
、
「
魚
魯
抄
」
以
下
が
や
や
不
明
で
あ
る
。
刊
本
の
原
本
で
、
現
在
、
東

　
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
る
『
実
隆
公
記
』
（
自
筆
本
）
を
実
見
す
る
に
、

　
こ
の
徳
大
寺
実
淳
の
書
状
は
、
一
紙
に
は
書
き
切
れ
ず
、
文
書
の
袖
や
行
間
に
書

　
き
継
い
で
お
り
、
こ
の
部
分
の
翻
刻
は
間
違
い
は
無
い
も
の
の
、
「
魚
田
抄
」
と

　
「
魚
魯
叙
玉
抄
」
の
間
は
行
替
え
と
な
っ
て
お
り
、
狭
い
百
聞
に
認
め
た
と
い
う

　
こ
と
も
あ
り
、
誤
っ
て
こ
う
書
い
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。

　
な
お
、
『
実
隆
公
記
』
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
桑
山
浩
然
氏
の
お
手
を
煩
わ
せ
、

　
御
教
示
を
受
け
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

⑧
　
実
房
は
『
三
梶
抄
駈
を
編
纂
し
た
こ
と
か
ら
、
当
然
、
根
幹
と
な
っ
た
儀
式
欝

　
で
あ
る
『
花
園
抄
』
（
『
春
玉
血
温
隠
）
を
所
蔵
し
て
い
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
『
三

　
長
記
』
建
永
元
年
六
月
二
十
一
日
条
に
よ
れ
ば
、
実
房
は
門
花
園
抄
」
を
引
用
し

　
答
え
て
い
る
。

⑨
前
稿
第
一
章
第
～
節
参
照
。

⑩
「
は
じ
め
に
」
注
①
前
掲
所
功
「
春
玉
秘
抄
の
復
原
（
覚
書
・
逸
文
）
」
参
照
。

⑪
　
洞
院
家
に
伝
来
し
て
い
た
文
書
・
設
営
に
つ
い
て
は
、
西
山
恵
子
「
中
世
公
家

　
と
家
文
書
一
纏
院
家
文
書
を
め
ぐ
っ
て
一
」
（
『
京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要
』
三
号

　
一
九
八
六
年
）
が
あ
る
が
、
源
門
派
の
儀
式
書
に
つ
い
て
は
見
え
な
い
。

⑫
飯
倉
晴
武
・
相
馬
万
里
子
両
氏
の
写
角
示
に
よ
る
。

⑬
　
福
井
俊
彦
「
平
安
朝
に
お
け
る
清
華
」
（
有
畜
覚
編
集
三
編
『
平
安
貴
族
の
生

　
活
』
一
九
八
五
年
）
、
玉
井
力
「
『
院
敷
』
支
配
と
貴
族
筆
入
層
」
（
朝
尾
直
弘
編

　
『
日
本
の
社
会
史
』
第
三
巻
　
権
威
と
支
配
　
一
九
八
七
年
）
参
照
。

⑭
　
「
遺
言
条
女
」
に
つ
い
て
は
、
巾
村
直
勝
「
働
…
修
寺
家
領
に
就
い
て
」
（
京
都

　
帝
国
大
学
文
学
部
編
『
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
史
学
論
文
集
』
一
九
三
九
年
、
の
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源有仁編の儀式書の復来とその意義（田島）

　
ち
『
中
村
直
勝
著
作
集
』
第
四
巻
「
荘
園
の
研
究
」
一
九
七
八
年
所
収
）
、
吉
川

　
｛
具
裏
編
∵
解
説
『
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
の
古
文
書
隠
第
四
輯
「
勧
修
寺
家
職

　
掌
部
類
」
（
一
九
八
九
年
）
参
照
。

⑯
「
九
条
忠
教
秘
蔵
記
録
覚
書
」
等
に
よ
れ
ば
、
「
入
道
左
府
実
房
抄
」
（
『
三
椀

　
抄
』
カ
）
も
「
正
本
」
が
九
条
家
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
れ
が
、

　
「
家
秘
伝
」
で
は
な
い
が
所
蔵
し
て
い
る
と
わ
ざ
わ
ざ
こ
と
わ
っ
て
い
る
点
は
注

　
自
さ
れ
る
。

⑯
藤
原
公
実
に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
『
平
安
後
期
歌
伝
の
研
究
（
増
補
版
）
』

　
第
三
章
歌
人
群
像
二
「
藤
原
公
実
」
（
一
九
八
八
年
）
、
小
池
一
行
「
伏
見
宮
本

　
『
御
産
都
類
記
』
に
み
え
る
公
季
公
孫
流
」
（
『
語
文
碍
大
』
六
六
　
一
九
八
二
年
）

　
参
照
。

⑰
西
園
寺
家
は
当
初
は
「
大
宮
」
と
称
し
て
い
た
が
、
公
経
が
営
ん
だ
伽
藍
に
よ

　
っ
て
「
西
園
寺
」
家
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
西
園
寺
家
に
関
し
て
は
龍
粛

　
「
西
園
寺
家
の
興
隆
と
そ
の
財
力
」
（
同
『
鎌
倉
時
代
』
下
〔
京
都
〕
　
一
九
五
七

　
年
）
、
多
賀
宗
匠
「
西
園
寺
家
の
撞
頭
」
（
『
日
本
歴
史
』
二
八
四
号
　
一
九
七
二

　
年
、
の
ち
岡
『
論
集
中
世
文
化
史
』
上
　
公
家
武
家
篇
　
一
九
八
五
年
）
参
照
。

⑱
前
稿
第
三
章
注
⑰
参
照
。

⑲
徳
大
寺
家
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
徳
大
寺
実
質
の
孫
実
定
の
日
記

　
『
実
定
公
記
』
（
『
歴
代
残
闘
日
記
』
第
五
巻
　
巻
二
十
七
「
後
徳
大
寺
左
大
臣
藤

　
豊
実
定
記
」
）
治
承
一
一
年
一
二
月
二
十
三
日
条
に
、
安
徳
天
皇
の
春
日
陸
行
掌
に
際

　
し
て
、
陪
従
し
雑
事
を
勤
め
た
実
定
が
、
「
土
御
門
右
府
」
（
源
俊
房
）
・
「
花
圏
」

　
（
源
有
仁
）
・
「
徳
大
寺
殿
」
（
徳
大
寺
実
能
㎜
）
の
先
例
に
よ
り
、
安
徳
天
皇
が
「
乗

　
御
之
隠
」
に
「
称
二
三
躍
襯
」
し
た
こ
と
、
更
に
「
即
前
行
、
不
レ
被
レ
仰
二
三
綱
「

　
永
長
六
年
、
左
大
将
知
足
院
、
被
レ
仰
二
心
綱
一
之
由
、
見
二
巾
右
記
「
然
而
土
御
門

　
・
花
園
・
徳
大
畑
殿
皆
不
・
四
二
膝
行
「
鎮
守
・
象
例
開
合
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
知
足

　
院
」
（
藤
原
忠
爽
）
の
例
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
た
先
の
一
二
人
の
例
に
倣
い
「
御
綱
」

　
を
仰
せ
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
。
徳
大
寺
実
定
の

　
認
識
と
し
て
、
祖
父
実
能
だ
け
で
な
く
、
源
俊
房
・
源
有
蓋
の
先
例
も
「
家
例
」

　
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑳
角
田
文
衛
『
待
賢
門
院
璋
子
の
生
涯
〈
敬
庭
秘
抄
〉
』
第
叢
早
「
院
の
姫
罫
」

　
（
一
九
八
五
年
、
初
版
は
『
椒
庭
秘
画
－
待
賢
門
院
璋
子
の
生
涯
…
』
一
九
七
五

　
年
）
。

⑳
　
据
備
・
本
義
彦
｛
「
勧
修
寺
流
藤
環
｝
氏
の
形
成
と
そ
の
性
格
二
（
同
『
平
安
蹴
只
族
社
会

　
の
研
究
』
一
九
七
六
年
）
参
照
。

⑫
　
例
え
ば
、
『
園
太
暦
』
貞
和
二
年
閏
九
月
二
十
日
条
に
よ
れ
ば
「
花
園
左
府
秘

　
説
」
と
あ
る
。

⑳
　
　
『
春
除
目
抄
』
は
宮
崎
康
充
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
ま
た
、
同
書
の
「
奏
獄
官

　
帳
」
の
作
法
に
つ
い
て
も
九
条
家
の
代
々
の
家
誕
は
「
花
園
左
府
説
」
と
違
う
こ

　
と
を
強
調
し
て
い
る
。

㊧
　
　
『
桃
輩
蘂
葉
』
は
『
藤
蔓
類
従
』
巻
四
百
七
十
～
（
第
十
七
楽
書
部
）
参
照
。

む

す

び

　
本
稿
で
は
、
蕪
稿
で
『
悪
玉
秘
抄
』
・
『
中
外
記
』
・
『
春
玉
台
抄
』
・
『
秋
玉

薫
蒸
』
な
ど
源
有
仁
編
の
叙
位
除
目
の
儀
式
書
を
検
討
し
た
結
果
を
受
け
、

『
春
玉
一
口
』
を
も
と
に
三
条
実
房
が
編
纂
し
た
『
三
椀
抄
』
の
奥
書
の
検

討
か
ら
始
め
、
源
膚
替
鞘
の
儀
式
書
の
伝
来
と
そ
の
意
義
を
院
政
期
か
ら
鎌

倉
・
室
町
期
ま
で
考
察
し
て
き
た
。
最
後
に
、
前
者
で
述
べ
た
こ
と
も
少
し
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繰
り
返
し
な
が
ら
結
論
を
簡
単
に
述
べ
れ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
（
一
）
東
山
御
文
庫
所
蔵
の
『
中
外
記
』
は
源
有
気
編
の
『
叙
玉
秘
露
』

の
原
型
に
近
く
、
男
叙
位
の
み
な
ら
ず
、
女
叙
位
の
次
第
も
含
ん
だ
儀
式
書

で
あ
る
が
、
有
虚
血
の
『
叙
玉
秘
抄
』
・
『
春
玉
秘
抄
』
・
『
秋
玉
直
前
』
は
院

と
村
上
源
氏
系
公
卿
の
諸
説
を
集
大
成
し
た
も
の
で
、
建
仁
の
説
は
「
花
園

説
」
と
し
て
鎌
倉
・
麹
町
期
に
継
承
さ
れ
た
。
　
（
二
）
三
条
塞
房
は
「
花
園

説
」
の
継
承
者
の
一
人
で
、
現
存
の
『
叙
玉
秘
境
』
は
治
承
年
間
に
三
条
実

房
が
原
本
『
叙
玉
秘
抄
』
の
う
ち
男
叙
位
部
分
を
善
写
し
、
裏
書
・
首
書
・

傍
書
な
ど
の
勘
物
を
整
理
し
、
改
編
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
書
写
・
改
編

は
、
同
じ
く
有
仁
編
の
『
秋
玉
秘
抄
』
の
書
写
、
『
春
望
秘
抄
』
を
も
と
に

し
て
作
成
し
た
『
三
聖
抄
』
の
編
纂
と
一
連
の
も
の
で
あ
っ
た
。
　
（
三
）
源

有
試
薬
の
儀
式
書
は
三
条
家
・
徳
大
寺
家
な
ど
非
摂
関
家
に
伝
え
ら
れ
、
非

摂
関
家
の
公
卿
が
叙
位
・
除
目
の
執
筆
を
行
う
と
き
の
参
考
に
さ
れ
、
こ
の

こ
と
が
「
花
園
説
」
が
鎌
倉
・
室
町
時
代
ま
で
継
承
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。

　
近
年
、
平
安
時
代
の
儀
式
研
究
は
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
検
討
は
平
安
時
代
の
範
囲
、
そ
れ
も
更
に
区
切
っ
た
短
い
期
間
内

に
限
定
し
て
行
わ
れ
が
ち
で
、
ま
た
、
写
本
系
統
の
解
明
や
逸
文
蒐
集
な
ど

の
地
道
な
研
究
も
貴
重
で
は
あ
る
が
、
い
ま
だ
史
料
紹
介
の
域
に
と
ど
ま
る

こ
と
が
多
い
。
更
に
、
従
来
、
竹
内
理
三
氏
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
た
摂
関
期

　
　
　
　
　
　
　
　
①

ま
で
の
「
公
卿
学
系
譜
」
の
そ
の
後
の
様
相
、
即
ち
院
政
期
以
降
室
町
時
代

ま
で
の
経
緯
の
解
明
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
叙
位
・
除
目
の
儀
と

い
う
限
ら
れ
た
範
囲
内
で
は
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
本
稿
に
よ
り
何

ら
か
の
進
展
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
幸
い
で
あ
る
。
筆
者
の
専
門
外
の
分
野
に

及
ぶ
こ
と
が
多
く
、
思
わ
ぬ
初
歩
的
な
誤
り
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
危
倶

す
る
が
、
ひ
と
ま
ず
は
筆
を
牽
き
、
大
方
の
御
批
判
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

　
①
　
竹
内
理
三
「
口
伝
と
教
命
一
公
卿
学
系
譜
（
秘
事
口
伝
成
立
以
前
）
一
」
『
歴
史

　
　
地
理
』
七
五
巻
四
・
五
号
　
一
九
四
〇
年
、
の
ち
同
『
律
令
制
と
貴
族
政
権
』
第

　
　
∬
部
　
一
九
五
八
年
所
収
）
。

　
（
補
注
1
）
　
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
『
禁
裡
御
蔵
書
厨
録
』
（
万
治
四
年
〔
一
六
六
一
〕

　
　
正
月
＋
五
日
に
焼
失
し
た
禁
中
の
蔵
書
目
録
と
い
う
）
に
「
叙
位
記
中
外
配
」
・

　
　
「
墾
肇
こ
が
見
え
・
（
融
錘
門
葉
蒋
謎
世
篇
u
沓
塞

　
　
一
九
七
七
年
）
。
　
こ
れ
は
桜
肉
仔
の
山
果
二
葉
文
庫
本
『
中
外
記
』
・
『
叙
実
記
抄
』
第

　
　
一
を
示
す
可
能
性
が
強
い
が
、
東
山
御
文
庫
本
全
体
の
性
格
と
も
か
か
わ
る
の
で
、

　
　
別
の
機
会
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
（
補
注
2
）
　
天
治
元
年
〔
＝
二
四
〕
±
一
月
十
九
日
付
「
内
大
臣
源
有
仁
申
文
」

　
　
（
九
条
二
夫
『
法
性
寺
殿
御
記
熱
紙
背
）
に
は
「
男
正
六
位
上
忠
成
」
を
大
饗
の

　
　
当
年
給
二
合
に
よ
り
諸
司
助
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
を
申
請
し
て
い
る
が
、
こ
れ

　
　
は
揚
名
官
で
「
忠
成
」
も
作
名
か
（
「
同
コ
ロ
タ
イ
プ
解
説
」
一
九
八
九
年
）
。

　
（
付
記
）
　
本
稿
執
筆
に
当
り
、
前
回
問
様
、
多
く
の
方
≧
か
ら
御
教
示
を
う
け
た
。

　
　
そ
れ
ら
の
方
≧
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
一
九
八
九
年
度
文
都

　
　
省
科
学
研
究
費
総
合
㈱
（
研
究
諜
題
「
儀
式
磐
を
中
心
と
し
て
み
た
平
安
時
代
政

　
　
治
機
構
の
総
合
的
研
究
」
　
〔
課
題
番
口
写
　
〇
一
ゴ
　
〇
一
〇
四
三
　
研
究
代
表
者

　
　
早
川
庄
八
〕
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
内
庁
忠
臣
部
　
東
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